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環境・インフラ・脱炭素　社会課題解決展

出 展 の ご 案 内

��������������������������������
日本経済新聞社、（一社）サステナブル経営推進機構［エコプロ］、
日経BP［カーボンニュートラルテック／自然災害対策展／社会インフラテック］、
インフラメンテナンス国民会議［社会インフラテック］

主 催

料料無無
場場入入



1 SDGs Week EXPO 2024

●  開催趣旨

いまこそSX（サステナビリティ・トランスフォーメーション）
　「SDGs Week EXPO」とは、環境総合展「エコプロ」を中核に、「カーボンニュートラルテック」「自然災害対策展」「社会
インフラテック」など持続可能で強靭な社会の構築を志す同時開催展示会の総称です。
　今回の本展は「SX（サステナビリティ・トランスフォーメーション）」の推進をテーマとします。「SX」とは、企業・団体が経営や
事業の根本を「サステナビリティ（持続可能性）」へ転換することを意味します。地球環境、そして社会のサステナビリティを
根本におく企業・団体のビジネスや事業の展開（同期化）はもはや必然であり、脱炭素化やクリーンエネルギー、サーキュラー
エコノミーシステムへの取り組みで明らかなように、多くのプレーヤーとの共創が求められています。また「SX」は、エシカル
思考の浸透が進む消費者や従業員との共感やエンゲージメントの醸成にも繋がるものなのです。
　「SDGs Week EXPO」は、持続可能な社会に向けた様々な社会課題解決の起点となり、多様なステークホルダーとの交流と
対話を推進してまいります。また、環境総合展「エコプロ」では小・中・高校生を対象とした教育支援プログラムや、Z世代など
次代を担う若者たちの情報発信にも引き続き積極的に取り組んでまいります。
　つきましては趣旨ご賢察のうえ、本展へのご出展、ご参加を賜りますようお願い申し上げます。

主催者

●  開催概要

名　　称
SDGs Week EXPO 2024 
（エコプロ［第26回］／カーボンニュートラルテック［第4回］／自然災害対策展［第6回］／
社会インフラテック［第7回インフラ維持管理・老朽化対策総合展］） 

会　　期 2024年12月4日（水）～6日（金） 10:00～17:00

会　　場 東京ビッグサイト 東ホール

入 場 料 無料（登録制）

主　　催
日本経済新聞社、（一社）サステナブル経営推進機構（エコプロ）、
日経BP（カーボンニュートラルテック／自然災害対策展／社会インフラテック）、
インフラメンテナンス国民会議（社会インフラテック）

後　　援　

エコプロ：内閣府、経済産業省、環境省、文部科学省、国土交通省、厚生労働省、消費者庁、（一社）日本経済団体連合会、
日本商工会議所、東京商工会議所、（国研）新エネルギー・産業技術総合開発機構、日本貿易振興機構（ジェトロ）、
（公社）２０２５年日本国際博覧会協会、東京都、埼玉県、神奈川県、千葉県、埼玉県教育委員会、神奈川県教育委員会、
千葉県教育委員会［順不同／申請予定］

社会インフラテック：国土交通省、内閣府、経済産業省、環境省、文部科学省、厚生労働省、警察庁、（公社）土木学会 など［順不同／申請予定］

協　　力

エコプロ：（一社）グローバル・コンパクト・ネットワーク・ジャパン、（公社）日本消費生活アドバイザー・コンサルタント・相談員協会、
グリーン購入ネットワーク、（公財）日本環境協会、全国連合小学校長会、日本私立小学校連合会、全日本中学校長会、
全国高等学校長協会、全国国立大学附属学校連盟、全国小中学校環境教育研究会、私立大学環境保全協議会、
（公社）全国工業高等学校長協会、全国商業高等学校長協会、全国農業高等学校長協会［順不同／申請予定］

メディア協力 エコプロ：日経ESG経営フォーラム、日経ビジネス、日経ESG、日経xwoman、日本教育新聞［順不同／申請予定］

出展規模 540社・団体／1,160小間（SDGs Week EXPO全体、見込み）

来場者数 68,000人（SDGs Week EXPO全体、見込み）
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●  本展の目的

地球環境と豊かな社会を次世代へ引き継ぐために―共通言語は「SX」

気候変動の影響
自然災害

食糧危機など
技術革新の
急激な進展

感染症拡大
（パンデミック） 世界の分断

グローバル
サプライチェーン

寸断

NPO／NGO行政・自治体 生活者 企業 大学・教育機関

カーボンネガティブ
CO2除去・吸収量＞CO2排出量

サーキュラーエコノミー
資源の循環活用を推進

ネイチャーポジティブ
生物多様性を含めた
自然資本の回復

��������������������
採掘型社会経済モデルから再生社会経済モデルへ

SXSX
企業価値の持続的な向上を目指し、
より大きな視点でビジネス変革を推進
企業価値の持続的な向上を目指し、
より大きな視点でビジネス変革を推進

サステナビリティ・トランスフォーメーションサステナビリティ・トランスフォーメーション社会 経済

未来予測が困難なVUCAの時代においても
「サステナビリティ（持続可能性）」は普遍に共有すべき大切な価値観
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特 長

1

地球環境問題をはじめ社会課題解決を促進する
ビジネスマッチング
多角的な視点でSXを推進する先進的な技術・製品・サービスが集結
本展にはSDGsや環境問題に取り組む、川上から川下まで業種を横断したビジネスパーソン、
技術者・研究者、NPOや教育機関など多様な方々が来場します。多角的な視点でSXを捉え、
社会課題解決を図るための先進的なテクノロジーや製品、ソリューションをご提案いただき、
多くのプレーヤーとの交流と共創を実現する場としてご活用ください。

特 長

2
消費者やサプライヤー、従業員とのエンゲージメントを構築
“プロダクツ”のストーリーが共感を生み出す
展示会というライブメディアには理念や活動、提案に対する反応をダイレクトに感じられる利点があります。パーパスやミッションを
消費者やサプライヤー、従業員といったステークホルダーに伝える、さらには何故この“エコプロダクツ”を社会に届けるのか、事業の
ストーリーを語り深い理解と共感を得る貴重な機会を提供します。

特 長

3
次世代育成の場として、そして若年層に向けたブランディングにも
本展は一歩先行く環境対応へ
今年で第26回となる本展は、当初から小中高生を招いた環境学習の場を提供してきました。今回も約1万人の児童・生徒を招き、持続
可能な社会の実現を担う次世代の育成を支援します。Z世代やα世代と称される若年層への情報発信の場としてぜひご活用ください。
また、本展は展示会場のゼロエミッション化に向けた環境対応にも独自の取り組みを進めていきます。

出展分野

■ 環境・SDGsへの取り組み
●家電・照明　●事務機　●情報通信　●オフィス機器・什器　●文具　●印刷　●自家用・商用車　●運輸（鉄道、航空、船舶）　●物流　●化学　
●機械・製造　●鉄、非鉄　●紙類、繊維　●新素材・ナノテクノロジー　●住宅・リフォーム・設備、インテリア　●建材・資材　●建設　●ビル　
●ホテル　●流通・小売　●衣料　●日用品　●化粧品　●食品・飲料　●容器・包装　●医薬　●スポーツ・レジャー など

■ 緩和／適応に対応する製品・サービス・技術・オペレーション・マネジメントシステム
●省エネ／省資源　●再生可能エネルギー　●技術・装置・システム　●エネルギー・マネジメント／サービス　●レジリエンス　●データ解析 など

■ 持続可能な社会の実現に向けた製品・サービス・技術・システム・ソリューション・取り組み
●環境評価・認証　●カーボンオフセット／排出権取引　●ESG　●CSR／CSV　● 5R　●エシカル　●生物多様性　●DX活用、スマート産業 など

■ 地域独自の施策、地域発のブランド、資源、サービス
●脱炭素先行地域／地域循環共生圏／SDGs未来都市／ゼロカーボンシティ／スマートシティ／スーパーシティ など

来場対象

■社会課題解決に携わるビジネスパーソン
●企業　●自治体・官公庁　●各業界団体、地域産業・商工団体　●学術機関、国際機関、研究開発機関、専門家
●イノベーター、オピニオンリーダー、インフルエンサー　● VIP（国会議員、行政トップ、企業の経営者層、在日大使館 など）
■社会課題に取り組んでいる／これから取り組む生活者
●一般生活者、若年層、アクティブシニア　●NPO・NGO、市民団体　●学校・教育関係者、学生、児童・生徒

【第26回】

革新的な技術・製品・サービスが集結、革新的な技術・製品・サービスが集結、
ステークホルダーとの交流の場にステークホルダーとの交流の場に
「社会課題解決」にも「次世代育成支援」にも「社会課題解決」にも「次世代育成支援」にも

は全力で取り組みますは全力で取り組みます
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■エコプロステージ
展示会場内に、SDGsを軸とした社会課題解決、持続可能な街づくり・社会づくりについて多角的な情
報発信を行うステージを設置します。「次世代教育」「ビジネスの推進」の2つテーマで、活用可能な講演
枠を設けます。聴講者とのマッチングの場として、ご活用をご検討ください。
（ご案内を別途用意しておりますので、参加をご希望の場合は主催者までお問い合わせください。）
※下記時間帯以外の実施については、ご相談ください。

A エコプロ公開授業（Learn SDGs）

参加料金など
（予定）

●日時：12月4日（水）11:30～12:10、12月5日（木）11:30～12:10
●参加料：1,100,000円（税込）／出展者は550,000円（税込）
●公開授業時間：1枠40分 
●座席数：約100席（聴講対象の小中学生は主催者が動員します。）
※授業内容についての相談窓口（教育専門企業が担当）を設置します。

B ビジネス推進ステージ

参加料金など
（予定）

●日時：12月4日（水）16:00～16:40、12月5日（木）16:00～16:40
※16:50まで質疑応答・名刺交換などの時間として使用可能です。 

●参加料：1,100,000円（税込）／出展者は550,000円（税込）
●講演時間：1枠40分 
●座席数：約100席 

※登録リスト（個人情報提供の許諾者のみ）をとりまとめ、開催1週間後を目途に協賛者に提供します。会期前のリストの提供は行いません。

注目の主催者企画

■ SX（サステナビリティ・トランスフォーメーション）ゾーン
『経済価値×社会価値=企業価値』、次代を創るフロントランナー
SXとは、社会のサステナビリティと企業や地域のサステナビリティの「同期化」を目指し、長期的な視座でその実現に必要な経営・事業（政策）変革を
図り、新たな企業（地域）価値を創造していくこと。本ゾーンは、未来志向でこうした新たな価値創造を目指す様々なステークホルダーと「共創」して、
各社各様の事業や政策の提案など情報発信を行います。

出展分野

以下のキーワードに該当する企業・団体を対象にします。
●カーボンニュートラル（環境情報開示・LCA<見える化>・再エネ・省エネ）　
●サーキュラーエコノミー（循環経済、サービス化、再生資源利用、新たな回収システム）　
●サステナブルローカルエコノミー（持続可能な地域経済）　
●サステナブルファイナンス（持続可能な金融、ESG投資）　
●サステナブルデザイン（持続可能な製品設計）　●ネイチャーポジティブ（自然再興）　
●持続可能な食料生産システム　●デジタルトランスフォーメーション など

■未来につながる食エリア （仮称）
誰もが当事者である「食」。生産への気候変動の影響、戦争や災害による供給リスク、家畜の疾病などを踏まえ、生産者、食品事業者やスタートアップに
よる新製品、技術革新や創意工夫について紹介します。

出展分野

●プラントベースフード　●昆虫食　●代替肉　●培養肉・培養魚肉　●代替食材・ベジタリアン・ヴィーガン対応　
●新しい食品素材・新原料　●オーガニック　●新技術・新製法　●調味料　●乾物・豆類（大豆含む）　●畜産・青果・水産関係　
●米・麺・粉類関係　●乳・卵製品関係　●食用油　●菓子・スイーツ・ドリンク　
●加工品・冷凍食品・レトルト・惣菜・缶詰・瓶詰、農産保存食品 など

■人材育成・リスキリングエリア （仮称）
AI、IoTをはじめとした技術革新は、社会を取り巻く環境を大きく変えています。政府は、大きな変化を支えるのは「人」である、として人の底力を高めるリ
スキリングを支援しています。変化に対応し、社会課題を解決する人材を育成するため、企業や個人に向けた人材育成・リスキリングについて紹介します。

出展分野

●グリーン成長関連（環境・エネルギー問題に関する基礎知識、気候変動問題がもたらす経済・社会への影響や環境関連の政策について
の学び、脱炭素に関する革新的技術の開発、社会実装に必要な知識・技能の習得 など）　

●DX関連（IT、DX、AI、プログラミング、データ分析、統計解析などのスキル開発）
●地域活性化関連（地域資源の活用、地域産業育成、新事業創出等のスキル開発）　●効果測定ツール など

その他の主催者企画（予定） ※タイトル、企画内容は変更になる場合がありますのでご了承ください。

■海洋プラスチックごみ対策パビリオン　■森と木で拓くSDGsゾーン～森と木のある暮らしの提案　■昆虫ビジネス　
■イベントのサステナビリティ推進エリア　■GREEN MARKET　■NPO協働プラザ　■大学・教育機関コーナー　■エコプロステージ　
■指標／ランキング調査エリア（仮称）
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脱炭素が21世紀の国家間、企業間の生存競争になっており、日本がGX（グリーントランスフォーメーション）に
よって脱炭素社会に移行するため、官民あげた仕組みづくり、関連技術の社会実装や行動変容の加速が求められて
います。脱炭素に向けた取り組みは同時に、産業競争力の強化やエネルギー問題克服を通じ、経済成長の実現にもつ
ながります。今回は同時開催の「エコプロ」、企画展ともに、脱炭素化に貢献するテクノロジーやソリューション、
新たなビジネスモデルを紹介し、温暖化ガス低減と経済的な成長を両立させる「グリーン成長」を後押します。

出展分野

■脱炭素経営マネジメント
●カーボンニュートラル実現戦略コンサルティング　●脱炭素ソリューション・プラットフォーム　●GX構築支援・関連サービス　
●ライフサイクルアセスメントサービス　●GHG（温室効果ガス）サプライチェーンマネジメント

■CO2排出／削減量管理システム
●GHG（温室効果ガス）排出量可視化・分析　●環境データ可視化ソリューション　●CO2ガス排出量・カーボンフットプリントの算定
●TCFD・SBT・RE100・温対法等各種レポートの自動作成、各クラウドサービス

■エネルギーマネジメント
●再エネ（太陽光／風力 など）　●発電システム　●蓄電・充電システム　●分散型電力システム　●省エネ設備　●空調機器

来場対象 企業経営者・役員、ESG／サステナブル部門、総務／CSR部門、購買部門、官公庁、地方公共団体 ほか

企画展

■ ゼロカーボン×ものづくり展 ～製造業が取り組むSDGsとその未来像
製造業向けカーボンニュートラル向け製品・サービスに特化し、工場の脱炭素、再エネ・省エネ機器など関連製品を紹介します。

出展分野 ● FEMS　●CO2／エネルギー見える化　●再生可能エネルギー利活用　●省エネ機器 など

主な来場対象 製造業のサステナビリティ担当、総務部門、工場長 など

■ 次世代EV・モビリティソリューション展
カーボンニュートラル社会の実現に向けて不可欠となる車や公共交通機関による移動・交通の効率化・最適化に向けた製品・ソリューションを集中展示します。

出展分野
●交通管理システム　●位置情報システム　●EV・自動運転関連技術　●車載開発　●車載電池　●モーター　●インバーター　
● FCV技術　●部品材料、製造装置 など

主な来場対象 企業の総務・安全管理部門、物流部門、情報システム部門、都市計画関連担当者、自治体 など

■ グリーンデータセンター展
生活やビジネスに欠かすことができないデータセンターのグリーン化に向けた IT機器の省エネ、グリーンエネルギーの活用、電源・照明・冷却設備な
どファシリティ面の効率化などを提案します。

出展分野 ●データセンターサービス　●運用管理　●空調　●電源 など

主な来場対象 データセンター事業者、ゼネコン設備設計、運用管理担当者、企業、官公庁の経営企画、情報システム部門、プロジェクトリーダー層 など

企画展の詳細は別途企画書をご請求ください SDGs Week EXPO主催者事務局　カーボンニュートラルテック企画展担当
TEL：03-6256-7355　E-mail: ecojoin@nex.nikkei.co.jp

●  同時開催展

【第4回】

気象災害、地震、津波などの自然災害対策を展示範囲に、災害時用機器や備品などの調達、被害状況の検知など防災・減災
に関わる様々な情報を発信します。気象データのビジネス活用など、新ビジネス創出に関する取り組みも紹介します。

出展分野
●災害予測、各種データ提供　●BCP、リスク評価　●災害情報収集・検知　
●防災・減災ソリューション（水害、雪害、雷害、風害、地震・津波など各種対策）　
●備蓄関連（非常食、備蓄品、テント・シェルター、防災灯、自家発電システム、非常用浄水装置 など）

主な来場対象 国・地方公共団体、企業の総務部門、建設・土木、エネルギー・環境、IT・製造 ほか

企画展

■ 災害対策トイレ展／快適トイレ展
近年頻発する集中豪雨や大型台風、雪害、地震などの自然災害はトイレパニックに直結します。災害時のトイレ対策
は地域住民や従業員を守るため、平時からの継続した取り組みが大切です。本企画展では、災害時のトイレ対策の重
要性や、国土交通省が推進する「快適トイレ」の最新情報を発信するとともに、各種災害用トイレ・システム、衛生関連
製品等を集中展示します。

【第6回】
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道路や橋、上下水道などの公共インフラ、施設・ビルなどの生活インフラは全国的に老朽化が進んでいます。維持管理者は、社会資本を省力かつ効
率的にメンテナンスするためのマネジメントや技術・工法の活用が求められています。本展は、社会全体でインフラメンテナンスに取り組む機運
を高め、未来世代によりよいインフラを引き継ぐべく、産学官民が有する技術や知恵を総動員するためのプラットフォームであるインフラメンテ
ナンス国民会議と日本経済新聞社の共催で実施し、産官学のインフラ維持管理・老朽化対策の取り組みや技術・ソリューションを展示・セミナー・
主催者企画を通じて紹介します。
●インフラメンテナンス国民会議、日本経済新聞社の共催による動員や充実したセミナーの開催
●維持管理者とベンダーのビジネス・マッチング、交流会や自治体勉強会を設けネットワークづくりの場を提供

出展対象分野
●公共インフラ：道路、橋梁・河川、トンネル、上下水道、エネルギー施設、鉄道・航空・船舶、通信、産廃施設
●生活インフラ：教育文化施設、ビル、病院・介護施設、商業施設、公園、住宅・トイレ、エネルギー・水供給バックアップ
●行政・自治体・アカデミック連携：地域インフラ群再生戦略マネジメント、教育研究機関連携（研究所・大学・高専）

出展対象
製品・技術・
ソリューション

●点検、検査、監視技術（AI、各種センサー、3D計測、非破壊検査、映像モニタリングシステム）
●分析・解析（センシング、点群データ、衛星データ、ビッグデータ、ディープラーニング）
●リニューアル・長寿命化（補修・補強工法、耐震工事、地盤改良工法・材料、補修・補強材料）
●施設（ビル・建造物）メンテナンス　

詳細は別途「出展のご案内」をご請求ください　 SDGs Week EXPO主催者事務局　社会インフラテック担当　
TEL： 03-6256-7355　E-mail：ecojoin@nex.nikkei.co.jp

ビジネスカンファレンス ステージ
展示会場内にセミナーステージを設置。企業や中央省庁、地方自治体、大学などが登壇し、様々な
視点から最新情報を発信するカンファレンスを開催します。会場での実施に加えオンラインで
も配信します。本カンファレンス内で企業による講演枠を設けます。質の高い来場者とのマッチ
ングの場としてぜひ参加をご検討ください。
（詳しいご案内を別途用意しておりますので、参加をご希望の場合は主催者までお問い合わせください）

参加料金など
（予定）

●参加料：2,200,000円（税込）
●講演時間：1枠 40分
●会場座席数：約100席（事前登録制、聴講無料）

※登録者リスト（個人情報提供の許諾者のみ）をとりまとめ、開催1週間後を目途に協賛者に提供します。
会期前のリストの提供は行いません。

【第7回 インフラ維持管理・老朽化対策総合展】　共催：インフラメンテナンス国民会議

国際的な需要増加による資源確保の不確実性や、消費者や投資家による環境配慮要請の高まりを受けて、経済成長と環境負荷低減の同時実現をめざす
「サーキュラーエコノミー（循環経済）」への移行が喫緊の課題となっています。これまで廃棄されていた製品や原材料を“循環資源”として利用し続け
るビジネス体系の構築が求められています。サーキュラーエコノミーへの転換は、経済成長と経済安全保障、サステナビリティ、Well-Beingなど
を同時に実現する「新しい成長」に繋がることも期待されます。これらの実現には個社ごとの取り組みだけでなく、サプライチェーン上の連携と協
調が必要です。先駆的な取り組みの有機的な連携をめざして、経済産業省は昨年9月「サーキュラーエコノミーに関する産官学のパートナーシップ
（サーキュラーパートナーズ）」を発足しました。本展は、サーキュラーエコノミーを社会全体のデザインへ組み込む動きを強力に支援します。持続
可能な未来を拓く社会課題解決を掲げ、多様なステークホルダーが集結する本展を、真のパートナーシップ構築の場としてご活用ください。

出展対象 サーキュラーパートナーズ会員（予定）、ソリューションベンダー、コンサルティング、スタートアップ ほか

詳細は別途企画書をご請求ください SDGs Week EXPO主催者事務局　サーキュラーパートナーシップEXPO担当
TEL： 03-6256-7355　E-mail：ecojoin@nex.nikkei.co.jp

初開催  サーキュラーパートナーシップEXPO（仮称）
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●  出展費用
スタンダードスペース スタンダードブース
9小間以上の申込者のみ、独立小間でスペース渡し 1～8小間の申込者、背面･側面の壁面パネル付き 

出展小間料：1小間あたり ¥440,000（税込）　1小間：3m×3m=9㎡ 出展小間料：1小間あたり¥462,000（税込）　1小間：3m×3m=9㎡

 スタンダードスペース［9小間以上の場合］  スタンダードブース［1小間の場合］

テープで区画

展示スペース

小間番号
プレート

システム壁面パネル［白］

2,700mm

3,000mm
（内寸2,950mm）3,000mm

（内寸2,930mm）

◆隣接小間に接する壁面パネルを外すことはできません。
◆4小間でお申し込みの場合は、小間の形状（単列・複列 のいずれか）をご選択ください。

単列： 複列： ※1～3小間および5小間は単列、6小間以上は複列となります。

■早期申込割引について
2024年5月31日（金）までに出展申込を完了した場合、早期割引として出展料金から1小間あたり44,000円（税込）を割り引きます。

■出展小間料以外に発生する主な費用について ※詳細は9月4日（水）に行う出展者説明会でご案内します。

小間装飾費
床面のカーペットや机・椅子、電気・照明器具などの備品の手配、および小間の装飾については、各出展者の負担で行ってください。なお主催者でもパッ
ケージ装飾、展示台、パンチカーペット、椅子、映像機材などのオプション・リース備品をご用意しています。

電気工事費 1kWあたり12,100円（予定・税込）
※小間までの配線と開閉器（ブレーカー）設置工事費および会期中の電気使用料を含みます。開閉器から小間内の電気配線工事は各出展者で行ってください。

通信回線費
●ビッグサイト共有回線インターネット100M 1回線につき77,000円（予定・税込）
●専有光回線（ファミリータイプ／動的IPアドレス）1回線につき132,000円（予定・税込） など

来場者データ提供サービス QRコードを読み取った来場者のデータを最速で開催当日から提供するサービスです。ブース来場者にいち早くフォローするため是非ご活用ください。

■共同出展について 

【エコプロ展出展者対象】　複数企業・団体で共同出展することができます（NPO協働プラザ、大学・教育機関コーナーを除く）。共同出展グループは、出展者一覧や会場図で連名表記が
できます。共同出展グループ内の幹事者が代表して出展申し込みを行ってください。
［共同出展グループ表記例］日本経済新聞社／日経エコマテリアル／日経エコサービス／日経エコ印刷

【エコプロ展以外の出展者対象】　複数企業で共同出展する場合は、1社につき1小間以上でお申し込みください。例えば、2小間の場合は、合計で3社以上になる共同出展はできません。

■小間位置の決定について
会場全体の基本構成とレイアウト、各社の小間位置は、出展者数、展示小間数などを考慮して、主催者が決定します。その際、出展者による隣接配置などの要望は、反映されない場合があ
ります。会場レイアウトは9月4日（水）に行う出展者説明会で発表します。

■装飾物の高さ規定について
下図示のとおり、小間の高さ制限を設定します。　※出展製品が高さ制限を超える場合は事前にご相談ください。

高さ2.7mまで

高さ4mまで

9小間以上

通路から1m以内は高さ2.7mまで、それ以外の
部分は高さ4mまでとします。

スタンダードスペース
※9小間以上、独立小間（四方が通路に囲まれている小間）

高さ3.6mまで

高さ2.7mまで
小間境界線

1～8小間

隣接小間、後壁から0.5m以内は高さ2.7mまで、
それ以外の部分は高さ3.6mまでとします。

スタンダードブース
※1～8小間、背面・側面の壁面パネル付き

●  パッケージ装飾（スタンダードブース用オプション）
パッケージ装飾をご希望の場合、出展申し込みとは別にお申し込みが必要です。
※詳細は9月4日（水）に行う出展者説明会でご案内します。　※4小間以上でご検討の際は運営事務局へご相談ください。

料金
1小間 ￥119,900（予定、税込）
2小間 ￥227,700（予定、税込）
3小間 ￥334,400（予定、税込）

Bタイプ（リボード〈紙製品〉）
1小間／間口3m×奥行き3m×高さ2.4m

料金
1小間 ¥145,200（予定、税込）
2小間 ¥266,200（予定、税込）
3小間 ¥375,100（予定、税込）

Aタイプ
1小間／間口3m×奥行き3m×高さ2.7m

パッケージ装飾に関するお問い合わせ先 SDGs Week EXPO 運営事務局 TEL：03-6812-8686

システム展示台（引戸収納付き、鍵なし）［白］

ゴミを出さないシステム壁面パネル［白］

ゴミを出さないシステムパラペット［白］

受付カウンター［貴名受付き］

小間番号プレート

LEDスポットライト ペーパーボード社名板
［ゴシック体／黒文字］

2,700

パンチカーペット［選択色］

※2口コンセント［1小間につき1ケ、1kWまで］ ※一次幹線工事及び電気使用料（1小間につき1kW）含む

テーブルユニット
（パンフレットボックス付き）

パンチカーペット［選択色］

壁面ユニット［白］

社名板［ゴシック体／黒文字］ LEDスポットライト

2,4002,400

290

860860

700960960

棚パーツ［W960×D240］￥3,300（税込）／枚オプション

※2口コンセント［1小間につき1ケ、1kWまで］ ※一次幹線工事及び電気使用料（1小間につき1kW）含む
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●出展申込方法

出展のお申し込みはウェブサイトからお手続きください。 https://messe.nikkei.co.jp/sdgs/

STEP 1
出展内容を入力
ウェブサイト内の出展申し込みページにアクセスし、「出展規約」に同意の上、案内に従って出展内容を入力し、お申し込みください。
※過去に出展したことがある場合は、すでにお持ちの出展者IDを使って「出展者マイページ」からお手続きください。
※広告代理店を通してのお申し込みの場合、主催者が認めた広告代理店に限らせていただきます（ご不明の場合は主催者へお問い合わせください）。
※「ウェブサイト表示名（出展者名）」は案内チラシやウェブサイトなどに掲載されます。

STEP 2 出展申込書PDFをプリントアウト
出展内容を主催者事務局で確認した後、「出展申込書提出依頼」のメールを出展担当者宛てにお送りします。新規申込の場合は、このときに出展者ID
をお知らせします。電子メールの案内に従って「出展者マイページ」（https://messe.nikkei.co.jp/sdgs/）にログインし、STEP1で入力した内容が
印字された出展申込書PDFをプリントアウトしてください。

STEP 3
出展申込書を提出 早期申込締切日：5月31日（金）
プリントアウトした出展申込書に代表者印（または社印）を押印のうえ、以下の方法で主催者事務局までご提出ください。
① 出展申込書をスキャンし、スキャンデータを出展者マイページからアップロードする
② ①が難しい場合は、出展申込書の原本を主催者事務局まで郵送する
※出展申込書を郵送する場合は、必ず事前にコピーを取りお手元に保管してください。
※出展申込書を送付いただけない場合は、出展取り消しとさせていただく場合があります。

STEP 4 出展申込書の受理
主催者事務局から出展申込書を受理した旨、電子メール（出展申込受理メール）でお知らせします。このメールを送信した時点で出展申し込みを受理
したものとします。また、追って請求書を発送します。

STEP 5
出展料の振り込み 入金締切日：8月23日（金）
振込手数料は出展者にてご負担ください。期日までに出展者または広告代理店からの入金が確認できない場合は、申し込みを取り消すことがあります。

STEP 6

共同出展登録 申込締切日：9月12日（木）
複数の企業・団体と共同で出展される場合も展示会への出展申し込み、および主催者の出展受理の手続きが必要です。共同出展の代表出展者は、「出展
者マイページ」にログインしていただき、左メニューの「共同出展者の招待」から共同出展者の担当者へ招待メールをお送りいただきます。招待メール
には、共同出展申込フォームのURLが記載されておりますので、リンク先から出展申込手続きを行っていただきます。

共同出展申込の流れ

代表出展者が
出展者マイページにログイン

共同出展者へ
招待メールを送信

共同出展者が
出展申し込み

主催者が
出展受理

共同出展者が
出展申込書を提出

●  出展に関する主なスケジュール

5月31日（金）早期出展申込締め切り

8月23日（金）出展小間料 入金締め切り

9月4日（水）

出展者説明会
時間：13:30～15:30（予定） 
形式：オンラインライブ配信（Zoomウェビナー予定）
内容：展示会全般の概要、会場レイアウトの発表、広報・宣

伝プランの説明、出展細則・提出書類の説明などを
行います。必ずご参加ください。

9月12日（木）共同出展申込締め切り

9月中旬～11月中旬 各種提出書類の締め切り

10月下旬～ ウェブサイト公開

10月下旬～12月上旬
●来場動員広報活動本格化　
●DMチラシなど出展者へ送付

12月2日（月）・3日（火）搬入・施工

12月4日（水）～6日（金）会期（10:00～17:00）

12月6日（金）即日撤去（～22:00）

出展申し込みに関する諸注意
お申し込みにあたって、以下の点をご注意ください。

●「出展規約」をよく読み、同意の上でお申し込みください。

●出展申込受理後のキャンセルはできません。出展者のやむを得ない事情により、出
展の全部または一部の取り消し・解約をする場合は、主催者が定める方法で主催者
事務局まで届け出てください。その場合キャンセル料として、出展申込受理メール
を送信した日から請求金額の全額をお支払いいただきます。

●展示スペースには限りがあるため、主催者が募集する展示規模に達した際は、申込
締切日よりも前に出展申し込みを締め切る場合があります。

●展示、実演においてガス、給排水、エアーコンプレッサーの利用を予定される出展者
は、出展申し込みの際、事務局までその旨お知らせください（なお、都市ガスは使用
せず、プロパンガスの利用になります）。

●感染症の拡大等、不可抗力により本展示会の開催中止を主催者が判断した場合、以
下のとおり出展料金を返金します（広告代理店を通してのお申し込みの場合は広告
代理店に返金します）。出展者の都合による出展キャンセルは、通常のキャンセル料
がかかります。詳細は、出展規約をご参照ください。
2024年10月8日（火）まで ………………………………………… 出展料金の100%
2024年10月9日（水）から11月9日（土）まで ……………………… 出展料金の80%
2024年11月10日（日）から12月1日（日）まで ……………………… 出展料金の70%
2024年12月2日（月）から3日（火）まで［搬入・設営期間］ ………… 出展料金の50%
2024年12月4日（水）から6日（金）まで［会期中・搬出撤去期間］ ……出展料金の0%



▲日本経済新聞 記事

▲  日本経済新聞 記事

▲日経産業新聞 記事

▲日本経済新聞 社告
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●  集客・広報・宣伝プラン

ビジネスパーソンから、政官財界VIP、環境やSDGsへの意識の高い生活者、NPO、子どもたちまで、
多彩なステークホルダーを動員します。

日経グループのメディア活用

日経グループ（新聞、雑誌、インターネット ほか）各媒体に、社告、記事掲載、特集など本展に関する情報を掲載します。

来場対象者へのアプローチ（ダイレクトメール、インターネット）
日経主催展示会・イベントの過去来場者や、学校・教育機関、自治体などを中心とした来場対象者に、ダイレクトメールを発送。メールニュースの配信やイ
ンターネットの検索連動広告も活用します。

広報・宣伝活動
広報事務局を設置し、新聞、雑誌、テレビ、ラジオ、インターネットなどに向けて、ニュースリリースを送付するなど取材を誘致します。また、JR・地下鉄へ
の交通広告、インターネット広告、ソーシャルメディア、テレビCMなどで告知します。

DMチラシの配布
来場ご案内のためのDMチラシをお渡しします。

展示会ウェブサイト
出展者情報を登録いただきます。サイト訪問者は、出展者一覧や出展内容検索から、目的の製品・ソリューションを検索可能。

子どもの招致
次代を担う子どもたちのSDGsや環境学習を積極的
に支援します。学校・教育関係者の窓口として子ども
事務局を設置。各種学習支援ツールを制作し来場予
定校へ配布するほか、主催者が手配する大型バスで、
小中学校を中心にした子どもたちを展示会場に招待
します。

▲2023年のエコスタディノート



▲新聞広告［全5段］

▲  新聞広告［全15段］

▲  インターネット広告

▲  エコプロウェブサイト ▲社会インフラテックほかウェブサイト ▲   Facebook▲   X（旧Twitter）

▲テレビCM

▲DM用チラシ［A4／6ページ］

10SDGs Week EXPO 2024
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●  関連媒体への広告企画（予定）

出展効果を高めるために、様々な広告媒体をご用意しています。是非ご活用ください。
※仕様、価格などは予告なく変更になる場合があります。詳細は出展者説明会にてご案内します。

メールマガジン広告

SDGs Week EXPO過去来場者・過去出展者に配信しているメールマガジンに広告掲載ス
ペースをご用意します。展示会への注目が高まる開催直前に配信し、自社小間への集客や新製
品・サービスの発表にご活用ください。

■発行時期：2024年10月～11月下旬（1回）

■配信件数：300,000件超

■広告料金：220,000円（A・Bとも同料金、税込）

■申込締切：2024年9月24日（火）

■原稿の仕様：A、Bいずれかお選びいただけます。

A：展示に関するキャッチワード（30文字以内）と小間番号、出展者名、オンライン
ガイドのURＬを、注目ブース紹介（PR）欄に掲載します。

B：ブース紹介テキスト（敬体＝です・ます調で150字以内）に小間番号、出展者名
を入れて注目ブース紹介（PR）欄に掲載します。

「SDGs Week EXPO 会場マップ」への広告出稿

会場図やイベントスケジュール、各企画の紹介などを掲載したガイドマップです。
来場者にもれなく配布します。

■体　　裁：ブランケット判（天地546mm×左右406mm） 4ページ（予定）

■発 行 日：2024年12月4日（水）

■発行部数：68,000部（予定）

■配布方法：入場登録所または各会場入口で来場者にもれなく無料配布

■広告料金：中面1枠（天地100mm×左右62mm） 220,000円（税込）　　　

「エコスタディノート」への広告協賛（対象：エコプロ出展者）

来場する子どもたちの環境学習をサポートするノートです。協賛者の企業・団体名、ブー
ス位置を示したマップなどを掲載します。団体見学の学校関係者に事前配布します。
※エコスタディノートの活用についてはP.16の教員アンケートをご参照ください。

■体　　裁：B5判 24ページ（予定）

■発 行 日：2024年11月上旬（予定）

■発行部数：11,000部（予定）

■配布方法：団体見学で来場予定の小学校などに一括送付

■広告料金：1枠 220,000円（税込）、 
 ブース紹介文と画像1ページ追加型 1枠 440,000円（税込）

会場バナー・サイン広告の活用

貴社ブースへの誘導サインとしてご活用ください。
■広告料金：
●ホール入口外柱巻きバナー
　高さ1,800mm×幅2,800mm、2本1組：572,000円（税込）
●ホール入口内柱巻きバナー
　高さ1,800mm×幅900mm+1,075mm+900mm：341,000円（税込）
●誘導看板［高さ1,384mm×幅840mm］
　片面タイプ：110,000円（税込）／両面タイプ：165,000円（税込）
●ホール入口会場案内図横看板
　①1,200mm×1,800mm、1ケ所：412,500円（税込）
　②600mm×1,800mm、1ケ所：275,000円（税込）

中面

広告スペース
（1枠H100×W62）

中面

▲2023年の会場マップ ※レイアウト

▲2023年のエコスタディノート

▲ホール入口外柱巻きバナー ▲ホール入口内柱巻きバナー

▲誘導看板 ▲ホール入口会場案内図横看板

ー・ー・ー・ー・ー・ー・ー・ー・ー・ー・ー・ー・ー・ー・ー・ー・ー・ー・ー
▼注目ブースのご紹介［PR］▼
◎4-XXXX　日経商事
サプライチェーンのCO2排出量算定をサポート！「●●●●●」
https://messe.nikkei.co.jp/exhhibitor/info/EP/ja/00000

◎5-XXXX　エコプロコーポレーション
弊社が保有する「●●●●の森」での自然保護活動を紹介します
https://messe.nikkei.co.jp/exhhibitor/info/EP/ja/11111
ー・ー・ー・ー・ー・ー・ー・ー・ー・ー・ー・ー・ー・ー・ー・ー・ー・ー・ー

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝
▼注目ブースのご紹介［PR］▼
◎6-XXXX　EcoTech JAPAN
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○
＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

A

B

※イメージ



製造業 23.1%

情報・通信・IT 4.8%

住宅・不動産 1.7%

建設・土木・コンサルタント 5.4%

流通・商社・飲食・サービス 10.8%

運輸・物流 1.6%
官公庁・地方公共団体 3.5%

NPO・NGO・各種団体 1.0%
エネルギー・電気・ガス 1.6%

農林水産 0.3%
金融・保険・証券 1.1%
研究機関・大学 1.8%
医療・福祉 0.4%

その他ビジネス 4.3%
主婦・主夫 0.8%

アクティブシニア 0.1%
その他一般 6.5%

学生 31.4%

仕事が目的 63.9%

個人的な興味 36.1%
ほぼ毎回 21.6%

2年に1回 7.4%

過去に来場 31.2%

初めて 39.7%

来場頻度

業 種

来場目的

 開催結果
   

●開催概要

名　　称
SDGs Week EXPO 2023
エコプロ［第25回］／社会インフラテック［第6回インフラ維持管理・老朽化対策総合展］／
カーボンニュートラルテック［第3回］／自然災害対策展［第5回］

会　　期 2023年12月6日（水）～8日（金） 10:00～17:00

会　　場 東京ビッグサイト 東4・5・6ホール

主　　催
日本経済新聞社、（一社）サステナブル経営推進機構［エコプロ］、インフラメンテナンス国民会議［社会インフラテッ
ク］、日経BP［社会インフラテック／カーボンニュートラルテック／自然災害対策展］

出展規模 442社・団体／966小間 （【エコプロ】380社・団体／754小間 【ビジネス展（社会インフラテックほか）】62社・団体／212小間）

●来場者数

日 付 天 気 来場者数 　　　　　　　　　　　　総来場者数

12月6日（水） 晴れ 23,476人
66,826人

うち子ども団体来場:10,291人
12月7日（木） 晴れ 23,838人

12月8日（金） 晴れ 19,512人

●来場者業種別割合【3日間合計】
※このデータは、来場者の参加登録時のアンケートを集計したものです。「業種」の「学生」に子ども団体来場者を含みます。

※回答率は小数点第2位を四捨五入し、第1位までを表記します。そのため回答の合計が100.0％とならない場合があります。
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0 10 20 30 40 50（%） 0 10 20 30 40 50 60（%）

0 10 20 30 40 50 60（%）

理念の訴求や、環境・SDGs活動のPR 49.2%
製品・サービスのPR 42.7%
次世代への教育・啓発 41.8%
企業やブランドのイメージ・知名度の向上 37.2%
環境・SDGs事業の強化・拡大 28.8%
新規顧客の獲得 27.6%
環境・SDGs活動のパートナー探し 26.6%
販路拡大、展示・販売 22.3%
カーボンニュートラルへの取り組みの訴求 18.0%
新規技術・業務提携、ビジネスユーザーの開拓 16.1%
既存顧客との関係強化 9.9%
新製品の発表 7.4%
その他 4.0%
無回答 0.3%

展示会の規模が大きいから 52.9%
来場者数が多いから 47.4%
来場者層が幅広く、情報交換できるから 40.6%
他の出展者と情報交換できるから 33.4%
次世代にPRできるから 32.8%
ターゲット層が来場しているから 29.7%
ビジネス拡大を図れるから 13.6%
生活者の生の声が聞けるから 11.8%
同業他社が出展しているから 8.7%
環境のオピニオンリーダーが来ているから 5.6%
その他 4.6%
無回答 1.5%

大変良かった
29.7%

良かった 53.9%

普通 12.7%

あまり効果がなかった 3.1%
全く効果がなかった 0.3%

大変満足
18.3%

満足 46.8%

まあまあ
だった
30.0%

やや不満 4.0%
不満 0.6%
無回答 0.3%

大変良かった
24.8%

良かった 53.6%

まあまあ
だった
19.8%

あまり良くなかった
0.3%

無回答 1.5%

無回答 0.3%

■意見・感想

●来場者が多く、多数の名刺を獲得できた。
●多種多様の業種の方々へ自社の技術、サービスがPRできて大変満足。
●企業のアピールだけでなく産学連携の場となっていた点がとても良かった。
●様々な企業の方と接点を持つことができ、今後の施策に生かせそう。
●環境について学ぶ学生や環境への意識が高い方々が多数来場されるため、
効率的に環境系のPRができる貴重な場である。

●展示会参加の感想

●今後のエコプロ展で拡充すべき分野・テーマ［複数回答］

●展示会参加の目的［複数回答］ ●本展に出展された理由［複数回答］

●来場者数 ●来場者の反応

 SDGs 58.8%
 カーボンニュートラル／脱炭素 49.2%
 地球温暖化 45.2%
 サステナビリティ 35.3%
 サーキュラーエコノミー 26.9%
 エネルギー 24.8%
 海洋プラスチックごみ 24.8%
 食 22.0%
 地域活性化 19.5%
 農 19.5%
 水資源 15.5%
 エシカル 15.2%
 カーボンフットプリント 13.9%
 新素材 13.3%
 CSR・CSV 12.7%
 社会のインフラ 12.7%
 健康と医療 9.9%
 レジリエンス（強靭化・滅災・防災） 9.9%
 IT 5.6%
 金融（ESG投資など） 5.6%
 その他 6.5%
 無回答 3.7%

8割超が
「大変良かった」
「良かった」と

回答
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●エコプロ出展者アンケート集計結果

■回答数：323件
※回答率は小数点第2位を四捨五入し、第1位までを表記します。そのため回答の合計が100.0％とならない場合があります。



0 10 20 30 40 50 60（%）

0 10 20 30 40 50（%）

「個人的な関心が主体」の来場目的詳細［複数回答］

「仕事の関係が主体」の来場目的詳細［複数回答］

仕事の
関係が主体
47.7%

個人的な
関心が主体

50.9%

無回答 1.4%

 SDGsの情報収集のため 53.8%
 環境ビジネス・技術開発のトレンドを知るため 52.9%
 他の企業や団体、行政の環境への取り組みを知るため 24.9%
 カーボンニュートラルの情報収集のため 24.0%
 環境関連の業務や活動に携わっているため 21.4%
 環境対応製品・サービスの導入・購入を検討するため 11.4%
 職場や取引先から勧められて 9.6%
 新しい取引先を探すため 8.4%
 人的ネットワーク構築・活動のパートナーを探すため 4.9%
 具体的な商談・打ち合わせのため 3.7%
 その他 2.3%

 SDGsの情報収集のため 49.3%
 楽しそうなイベントだから 33.4%
 企業の環境への取り組みについて知るため 25.8%
 カーボンニュートラルの情報収集のため 20.3%
 エコライフを充実させるアクションのため 16.4%
 見たい出展があったため 14.6%
 環境問題に不安を感じるため 12.9%
 エコ製品の購入を検討するため 12.7%
 友人、家族に勧められて 10.0%
 子供の環境教育に役立てるため 8.5%
 エコグッズをこの場で購入するため 5.5%
 聴きたい講演があったため 1.7%
 その他 2.6%

目的以上のものが
得られた
13.1%

目的は達成できた
49.3%

目的は
少し達成できた

33.9%

目的は達成できなかった
2.1%

無回答 1.6% ■意見・感想

●目的外の新しい知識を得られた。
●新しい取引先を開拓することができた。
● SDGsの取り組みが益々盛んになっていることがわかった。
●環境問題の新しいトレンドやワードを学ぶことができた。
●知らなかった先進的な取り組みについて見識を深められた。
●各ブースの接客姿勢がとてもよく、雰囲気のいい展示会だった。
●自分の想像以上に熱のある取り組みが行われていることを知った。
●株式投資先を探しにきた。投資家にもぜひ参加するよう勧めたい。
●来場前にもう少し勉強してから来ればよかった。

2日間以上 6.8%
6～8時間 4.8%

4～6時間 18.4%

3～4時間 25.7%

2～3時間 25.2%

1～2時間 16.3%

1時間未満 1.8%
無回答 1.0%

ほぼ毎回来場
40.1%

2年に1回の割合で来場
10.4%

毎回ではないが
来場したことがある

17.6%

今回が初めて
31.4%

無回答 0.4%

■来場目的別集計
【仕事の関係が主体】
①今回が初めて・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・39.6%
②ほぼ毎回来場・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・33.1%

【個人的な関心が主体】
①ほぼ毎回来場・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・46.9%
②今回が初めて・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・24.6%

■来場目的別集計
【仕事の関係が主体】
①2～3時間・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・25.4%
②3～4時間・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・23.3%
③1～2時間・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・18.6%
④4～6時間・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・16.3%
⑤2日間以上・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・7.7%

【個人的な関心が主体】
①3～4時間・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・28.3%
②2～3時間・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・25.2%
③4～6時間・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・19.7%
④1～2時間・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・14.5%
⑤2日間以上・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・5.9%

●来場頻度 ●滞在時間

●来場目的（来場者の参加登録時のアンケート、来場目的についてはP.12に）

●来場目的の達成度（全体）

約4割が
毎回来場する
コアな層、

初来場も3割超

8割超が
2時間以上
滞在
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●エコプロ来場者アンケート集計結果

■回答数：900件　■実施日：12月6日（水）、7日（木）、8日（金）
※このアンケートは、本展会場出口にて様々な来場者層にお声がけし、各日300人程度にお答えいただいたものです。
※回答率は小数点第2位を四捨五入し、第1位までを表記します。そのため回答の合計が100.0％とならない場合があります。



0 10 20 30 40 50（%）

0 10 20 30 40 50（%）

非常に熱心に
取り組んでいる
41.4%

思ったより
多く取り組んでいる

48.3%

思ったより
取り組んでいない

4.8%

まだよくわからない 5.2%
無回答 0.2%

■来場目的別集計
【仕事の関係が主体】
①エネルギー・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・38.2%
②素材・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・33.8%
③環境関連サービス・・・・・・・・・・・・・・・・・・・29.8%

【個人的な関心が主体】
①エネルギー・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・44.5%
②環境関連サービス・・・・・・・・・・・・・・・・・・・31.4%
③素材・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・28.1%

より多くの製品情報 42.2%

より多くの環境・SDGs活動報告 33.1%

体験型展示（買う・食べる・作る・乗るなど）の充実 23.3%

世界の環境情勢について 21.1%

個人がエコライフを実現するためのヒント 15.3%

子ども向け環境教育プログラム 13.6%

商談・取引の活性化サポート 11.7%

著名人による講演、イベント 5.0%

その他 1.9%

■来場目的別集計
【仕事の関係が主体】
①より多くの製品情報・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・41.7%
②より多くの環境・SDGs活動報告・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・34.0%
③世界の環境情勢について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・19.8%
④体験型展示（買う・食べる・作る・乗るなど）の充実・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・19.1%
⑤商談・取引の活性化サポート・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・18.2%

【個人的な関心が主体】
①より多くの製品情報・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・43.4%
②より多くの環境・SDGs活動報告・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・32.7%
③体験型展示（買う・食べる・作る・乗るなど）の充実・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・27.2%
④世界の環境情勢について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・22.4%
⑤個人がエコライフを実現するためのヒント・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・22.1%

是非来場したい
52.7%

時間があれば
来場したい

42.4%

どちらとも言えない 3.0%

来場しようとは思わない 0.6%
無回答 1.3%

■意見・感想

【出展者に対して】
●環境学習が主体の企業にもビジネス対応をしていただけると有難い。
●体験型の展示を増やしてほしい。
●環境のために自分にもできることをもっと教えてほしい。
●もう少し生活者目線の展示を増やしてほしい。
●来年は今年よりさらに新しい事・物が見られることを期待している。

【主催者に対して】
●学生の展示、来場者が多いことに驚いた。もっと参加が増えると世の中の取り組み
が盛り上がると思う。

●セミナー・カンファレンスのさらなる充実。
●飲食ゾーンがもっと増えるとうれしい。
●開催期間を長くしてほしい。

●興味を持った業界［複数回答］ ●出展者の環境対策についての印象

●次回の来場意向●今後どのような点が充実すると良いと思うか［複数回答］

エネルギー 41.2%

素材 30.6%

環境関連サービス 30.3%

行政・自治体・公共 20.8%

食品・容器・流通 18.9%

建設・住宅・不動産 13.2%

自動車・運輸 11.8%

衣料・日用品 8.6%

事務器・文具・印刷 6.3%

家電・照明 5.6%

その他 2.6%

約9割が
出展者の環境対策の
取り組みを評価
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役立った 43.3%

とても役立った 29.4%

普通だった
18.8%

あまり役立たなかった
 3.1%

役立たなかった 1.0%
無回答 4.4%

とても役立った 53.4%

役立った 42.5%

普通だった 3.1%

無回答 1.0%

とても役立った
34.8%

役立った 47.4%

普通だった 8.8%

あまり役立たなかった
 0.5%

役立たなかった 1.0%
無回答 7.5%

無回答 16.8%

非常に
適切だった
28.9%

適切だった
56.2%

どちらとも
いえない

12.1%

無回答 2.3%

非常に
わかりやすい
説明だった
36.6%

どちらともいえない
5.9%

無回答 2.1%

非常に
理解を促す
ものだった
27.8%

理解を
促すものだった
65.5%

無回答 1.3%

是非
参加させたい
55.2%

できれば
参加させたい

40.5%

参加させる
予定はない

1.3%

無回答 3.1%

非常に関連する
ものだった
19.3%

関連するものだった
53.6%

どちらとも
いえない

22.4%

あまり関連して
いなかった

3.1%

無回答 1.5%

非常に活用できる
ものだった
25.0%

無回答 1.3%

その他 5.2%
6時間以上7時間未満 
6.4%

5時間以上6時間未満
7.0%

4時間以上
5時間未満
14.4%

3時間以上4時間未満 
16.0%

2時間以上3時間未満
20.4%

1時間未満 1.8%

1時間以上2時間未満
12.1%

あまり
適切ではなかった

0.5%

わかりやすい
説明だった

54.6%

あまりわかりやすい
説明ではなかった

0.5%

全くわかりやすくなかった
0.3%

どちらとも
いえない

4.9%

あまり理解を促す
ものだといえない

0.5%

活用できるものだった
62.1%

どちらとも
いえない

10.3%

あまり
活用できなかった

1.3%

お送りした「エコスタディノート」は
事前学習資料として役立ちましたか

見学前後に「エコスタディノート」を活用した
授業時間数を教えてください

展示は、児童・生徒にとって
理解を促すものでしたか

見学（クイズやステージなど）に要する
時間は適切でしたか

説明スタッフは、児童・生徒に適した
わかりやすい説明をしていましたか

●見学は学習のねらいを達成するのに役立ちましたか

●事前・事後学習、見学時の学習ツール「エコスタディノート」について

●ブ―ス展示について

●持ち帰った資料類（冊子、パンフレットなど）は、
　事後学習に活用できるものだったか

●持ち帰ってきたノベルティは、
　ブースのテーマと関連するものだった

●次回の見学予定

●「エコプロ2023」サイト「学習向け展示情報検索」は、事前学習に役立ちましたか

8割超が
「エコスタディ
ノートが
役立った」
と評価

9割超が
「展示が

わかりやすい」
と評価

約9割が
資料類を
学習に
有効活用

7割超が
ノベルティは

ブースのテーマと
関連していたと

回答

9割超が
次年度も

参加させたいと
回答

9割超が
「説明が
わかりやすい」
と評価

8割超が
ブースでの
見学時間を
適切と回答

9割超が
「見学が学習に
役立った」
と評価

9割超が
学習向け展示情報
検索サイトを活用

8割超が
エコスタディ
ノートを
学習に活用
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●教員アンケート集計結果

■回答数：388件　■実施日：12月6日（水）、7日（木）、8日（金）



0 10 20 30 40 50（%）

たいへん良かった
25.9%

良かった 40.7%

普通 22.2%

あまり効果がなかった
7.4%

まったく効果がなかった 1.9%
たいへん多かった 7.4%

多かった
22.2%

普通 40.7%

あまり
多くなかった

16.7%

多くなかった 13.0%

たいへん多かった 3.7%

多かった
31.5%

普通 40.7%

あまり
多くなかった

16.7%

多くなかった 7.4%
たいへん満足 14.8%

満足 42.6%

普通
29.6%

やや不満 5.6%

不満 5.6%

現状のまま 61.1%

7月～9月 5.6%

4月～6月 3.7%

1月～3月 3.7%

10月～12月
20.4%

無回答 5.6%

出展したい
29.6%

前向きに検討する
20.4%

無回答 1.9%

 ブースの集客に貢献した 46.3%

 これまで接触のなかった業種の方と面会できた 31.5%

 同時開催の効果はなかった 18.5%

 商談の相乗効果があった 7.4%

 無回答 3.7%

無回答 1.9%

検討する 33.3%

出展しない
5.6%

無回答 11.1%

●同時開催展「エコプロ2023」についてお聞かせください［複数回答］

出展の感想 商談件数

来場者数
貴社の

ターゲット層の
来場

次回の出展意向 開催希望時期
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●社会インフラテック／カーボンニュートラルテック／自然災害対策展出展者アンケート集計結果

■回答数：54件
※回答率は小数点第2位を四捨五入し、第1位までを表記します。そのため回答の合計が100.0％とならない場合があります。
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ゆりかもめ方面 団体バス駐車場方面
入場登録所

インフォメーション 子ども
インフォメーション

救護室

東5ホール
［小間番号：5-001～］

東4ホール
［小間番号：4-001～］

東6ホール
［小間番号：6-001～］

SDGs Week EXPO カンファレンス
ステージA

SDGs Week EXPO カンファレンス
ステージC

社会インフラテック／自然災害対策展
カンファレンス
ステージB

山崎エリナ写真展
「写真家が見た! インフラをつくり、まもる仕事」

アカデミック・団体ゾーンアカデミック・団体ゾーン

セミナー
スペース
セミナー
スペース

インフラメンテナンス国民会議パビリオンインフラメンテナンス国民会議パビリオン

インフラマネジメントテクノロジーコンテストインフラマネジメントテクノロジーコンテスト

インフラメンテナンス国民会議インフラメンテナンス国民会議

アイセイ
インフラメンテナンス
体験コーナー

アイセイ
インフラメンテナンス
体験コーナー

KDDIKDDI

ビュージックスジャパンビュージックスジャパン
マルマテクニカマルマテクニカ

設備保全総合研究所設備保全総合研究所 みるくるみるくる

日本鋼構造物循環式ブラスト技術協会日本鋼構造物循環式ブラスト技術協会 リサーチアンドソリューションリサーチアンドソリューション

ニチレキニチレキ

ガイアート／熊谷組ガイアート／熊谷組
萩原テクノソリューションズ萩原テクノソリューションズ

新エネルギー新聞新エネルギー新聞 DAC-NOTEDAC-NOTE

岳南光機岳南光機
戸田建設戸田建設

NEXCO中日本NEXCO中日本
NEXCO東日本／
ネクスコ東日本
エンジニアリング

NEXCO東日本／
ネクスコ東日本
エンジニアリング

三和エナジー／ヒラオカ石油／
大同井本エナジー／
Go-toアサヒエナジー／
ハタエ石油／大丸通商

三和エナジー／ヒラオカ石油／
大同井本エナジー／
Go-toアサヒエナジー／
ハタエ石油／大丸通商

染めQテクノロジィ染めQテクノロジィ
クラウディオクラウディオ ウェザーニューズウェザーニューズ

Masters GEOTETS
工法研究会

Masters GEOTETS
工法研究会

アスエネアスエネ

日経BPコンサルティング／
ウェイストボックス

日経BPコンサルティング／
ウェイストボックス

GridBeyondGridBeyond
woodinfowoodinfo

リクロマリクロマ

レフィクシアレフィクシア

QsolQsol PFUPFU

日本製鋼所日本製鋼所

コバヤシ精密工業コバヤシ精密工業

富士電機ITソリューション富士電機ITソリューション

スターライト工業スターライト工業

書籍
プレゼント
コーナー
書籍

プレゼント
コーナー

常陸常陸

ニットクニットク日本トイレ研究所日本トイレ研究所

フッコーフッコー

建設技術
研究所
建設技術
研究所

アイガー産業アイガー産業

日本防災プラットフォーム（JBP）日本防災プラットフォーム（JBP）

東京商工社東京商工社
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★
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★

★印は にも出展していた企業・団体です。

●会場マップ（社会インフラテック／カーボンニュートラルテック／自然災害対策展）



ゆりかもめ方面 団体バス駐車場方面
入場登録所

インフォメーション 子ども
インフォメーション

救護室

東5ホール
［小間番号：5-001～］

東4ホール
［小間番号：4-001～］

東6ホール
［小間番号：6-001～］

プラントベースワールド

地方創生×SDGs

大学・教育機関コーナー

SX（サステナビリティ・トランスフォーメーション）ゾーン

「動き出す未来」
～若者たちの主張・発信広場～

大学・教育機関コーナー 大学・教育機関コーナー 大学・教育機関コーナー

大学・教育機関コーナー

エコチルコーナー

NPO協働プラザ

GREEN MARKET

特設ステージ

生物多様性ゾーン

昆虫ビジネス

ウェルビーイング／グッドスリープ

森と木で拓くSDGsゾーン

海洋プラスチックごみ対策
パビリオン

日本の棚田
共同展示コーナー

東京フードドライブ in エコプロ2023

大阪・関西万博PRブース

イベントのサステナビリティ推進ゾーン

ラウンジ

ラウンジ

ラウンジ

ラウンジ

ラウンジ

子ども学習コーナー

サステナブルフードコート
eat for...／tsukuyomi coffee organic／

LUNA BURGER

ラウンジ

ラウンジ

ラウンジ

ラウンジ

NEXCO東日本／
NEXCO中日本
NEXCO東日本／
NEXCO中日本

全国
牛乳容器
環境協議会

全国
牛乳容器
環境協議会

ガラスびん3R促進協議会ガラスびん3R促進協議会 段ボールリサイクル協議会／全国段ボール工業組合連合会段ボールリサイクル協議会／全国段ボール工業組合連合会

アルミ缶リサイクル協会アルミ缶リサイクル協会

3R推進
団体連絡会
3R推進
団体連絡会

東海有機
研究所
東海有機
研究所

スーパーメイトスーパーメイト

TRIFE DESIGNTRIFE DESIGN 中央電気工業中央電気工業

原子力発電環境整備機構原子力発電環境整備機構

立命館大学立命館大学 Newton
プラス
Newton
プラス

E3MobilityE3Mobility
環境管理センター環境管理センター

エバーグローリーエバーグローリー

ピーロート・ジャパンピーロート・ジャパン

南西旅行開発南西旅行開発

JIDA 
NEXT ECO 
DESIGN展
2023

JIDA 
NEXT ECO 
DESIGN展
2023

ボーイスカウト日本連盟ボーイスカウト日本連盟

Parallel PlasticsParallel Plastics

JBRCJBRC

フジテックスフジテックス

パナ・ケミカルパナ・ケミカル

自動車リサイクル促進センター自動車リサイクル促進センター

甲子化学
工業
甲子化学
工業

スチール缶リサイクル協会／全国十八リットル缶工業組合連合会／全日本一般缶工業団体連合会スチール缶リサイクル協会／全国十八リットル缶工業組合連合会／全日本一般缶工業団体連合会

日本容器包装リサイクル協会日本容器包装リサイクル協会

緑川化成工業緑川化成工業 UACJUACJ

九都県市首脳会議廃棄物問題検討委員会九都県市首脳会議廃棄物問題検討委員会
日本プラスチック食品容器工業会／発泡スチレンシート工業会日本プラスチック食品容器工業会／発泡スチレンシート工業会

東海興商東海興商セキセキ

栗原紙材栗原紙材 国連環境計画 国際環境技術センター国連環境計画 国際環境技術センター

日本自然エネルギー日本自然エネルギー花活布プロジェクト花活布プロジェクト

日本消火器工業会／消火器リサイクル推進センター日本消火器工業会／消火器リサイクル推進センター

発泡スチロール協会発泡スチロール協会

サンウエスパサンウエスパ

フルッタフルッタフルッタフルッタ
石光商事／関西アライドコーヒーロースターズ／東京アライドコーヒーロースターズ石光商事／関西アライドコーヒーロースターズ／東京アライドコーヒーロースターズ

キユーピーキユーピー

カワグチ
マック工業
カワグチ
マック工業

SDGs Week EXPOの環境配慮についてSDGs Week EXPOの環境配慮について

GINKGOGINKGO

エーシーシステムサービスエーシーシステムサービス

日本テクノ日本テクノ

北海道認定リサイクル製品・リサイクルブランド北海道認定リサイクル製品・リサイクルブランド

集めて使うリサイクル協会／印刷工業会集めて使うリサイクル協会／印刷工業会

AGCAGC

エプソンエプソン

日立造船／
エスエヌ環境テクノロジー

日立造船／
エスエヌ環境テクノロジー

秋田県／秋田県地下資源開発促進協議会秋田県／秋田県地下資源開発促進協議会 日本化学繊維協会／
カケンテストセンター
日本化学繊維協会／
カケンテストセンター

明治明治

JFEグループJFEグループ

GREEN MARKET INFORMATIONGREEN MARKET INFORMATION

トヨタ
エルアンドエフ

東京

トヨタ
エルアンドエフ

東京

交通エコロジー・モビリティ財団交通エコロジー・モビリティ財団

NGP日本自動車リサイクル事業協同組合／NGP／瀬戸内オリーブ基金NGP日本自動車リサイクル事業協同組合／NGP／瀬戸内オリーブ基金

ロレアル パリ（日本ロレアル）ロレアル パリ（日本ロレアル）

日本バイオプラスチック協会（JBPA）日本バイオプラスチック協会（JBPA）

レンチング 
ファイバーズ
レンチング 
ファイバーズ

インバックスインバックス
平和化学工業所平和化学工業所

クリーン
レーザー
工法協会

クリーン
レーザー
工法協会

日本
コンセプト
日本
コンセプト

チヨダウーテチヨダウーテ

アジア生産性機構（APO）アジア生産性機構（APO）
原貿易原貿易

デサンデサン

サンコーサンコー

NOAA／ハイパーデジタルツイン／
芝浦工業大学 ヒューマンマシンシステム研究室
NOAA／ハイパーデジタルツイン／
芝浦工業大学 ヒューマンマシンシステム研究室

Save the OceanSave the Ocean
日本消費生活アドバイザー・コンサルタント・相談員協会日本消費生活アドバイザー・コンサルタント・相談員協会

W.ファイルシステムW.ファイルシステム

東京都トラック協会東京都トラック協会

日本総研 グリーン・マーケティング・ラボ日本総研 グリーン・マーケティング・ラボ
国土交通省 鉄道局／鉄道貨物協会国土交通省 鉄道局／鉄道貨物協会 東亜グラウト工業東亜グラウト工業

八千代
エンジニヤリング
八千代
エンジニヤリング

全国通運連盟／
JR貨物

全国通運連盟／
JR貨物

東京都立産業技術研究センター東京都立産業技術研究センター

日本ガス石油機器工業会日本ガス石油機器工業会

日本サニパック日本サニパック

パルセイユパルセイユ

リンテックリンテック

デンカデンカ
川崎重工業川崎重工業

アールアンドイーアールアンドイー

東京合板工業組合／東北合板工業組合東京合板工業組合／東北合板工業組合

日本製鉄グループ日本製鉄グループ

コスモ石油
マーケティング
コスモ石油
マーケティング

グローバル・コンパクト・ネットワーク・ジャパングローバル・コンパクト・ネットワーク・ジャパン

日本CCS調査日本CCS調査

管清工業管清工業

水をめぐる
大冒険実行委員会
水をめぐる

大冒険実行委員会

東京都環境局東京都環境局 東京都
環境公社
東京都
環境公社

ほっかいどう企業の森林づくり（北海道庁）ほっかいどう企業の森林づくり（北海道庁）

和歌山県 森林整備課和歌山県 森林整備課

東京都公立大学法人（都立大、産技大、産技高専）東京都公立大学法人（都立大、産技大、産技高専）

京都府亀岡市京都府亀岡市川崎市川崎市

環境省環境省

KOBELCOグループKOBELCOグループ

鐵鋼スラグ協会鐵鋼スラグ協会

Youth EconetYouth Econet

コンタクトの
アイシティ
コンタクトの
アイシティ

APP Japan／
ユニバーサル・

ペーパー

APP Japan／
ユニバーサル・

ペーパー

ペパポンペパポン

ウエストクラウドジャパンウエストクラウドジャパン

新潟県新潟県

徳島県徳島県

消費者庁消費者庁

法政大学川久保俊研究室法政大学川久保俊研究室

下川町下川町高知県高知県

土壌汚染対策法に基づく指定支援法人 日本環境協会土壌汚染対策法に基づく指定支援法人 日本環境協会
埼玉県環境科学国際センター埼玉県環境科学国際センター

東京都政策企画局（SusHi Tech Tokyo）東京都政策企画局（SusHi Tech Tokyo）

日本サステナブル・ラベル協会／環境ビジネスプラス日本サステナブル・ラベル協会／環境ビジネスプラス

日経コーナー日経コーナー 東レ東レ

BRING Bottle Water | JEPLANBRING Bottle Water | JEPLAN

バンダイナムコテクニカバンダイナムコテクニカ

北海道大学北海道大学科学技術
振興機構
科学技術
振興機構

キュアグループキュアグループ

日本森林技術協会／小笠原の原植生を育む会日本森林技術協会／小笠原の原植生を育む会

STAR's TECH／ONESTAR's TECH／ONE

環境再生保全機構 地球環境基金環境再生保全機構 地球環境基金

チクマ／ムサシノ商店／ユニフォームスタジオチクマ／ムサシノ商店／ユニフォームスタジオ

滋賀県滋賀県
地熱モデル地区プロジェクト／
秋田県湯沢市／八幡平市／北海道 森町
地熱モデル地区プロジェクト／
秋田県湯沢市／八幡平市／北海道 森町

ゆきぐに利雪振興会ゆきぐに利雪振興会

日本エシカル推進協議会
（フェアトレードタウンなごや／名古屋市／徳島県／三栄コーポレーション／シンボリ）
日本エシカル推進協議会
（フェアトレードタウンなごや／名古屋市／徳島県／三栄コーポレーション／シンボリ）

エネルギー・
金属鉱物資源機構
（JOGMEC）／
日本地熱協会

エネルギー・
金属鉱物資源機構
（JOGMEC）／
日本地熱協会MNHMNH

資源エネルギー庁資源エネルギー庁

日経インフォメーション日経インフォメーション

サンクスラボサンクスラボ
中越パルプ工業中越パルプ工業

アニマルパスウェイと野生生物の会／ヤマネ・いきもの研究所アニマルパスウェイと野生生物の会／ヤマネ・いきもの研究所

建設環境
研究所
建設環境
研究所

びっくり
ドンキー
びっくり
ドンキー

東京動物園
協会
東京動物園
協会

パームホルツパームホルツDeepForest TechnologiesDeepForest Technologies
山梨県  県有林課山梨県  県有林課

北鹿地域林業成長産業化協議会北鹿地域林業成長産業化協議会

ウッドデザイン賞2023
（日本ウッドデザイン協会）
ウッドデザイン賞2023

（日本ウッドデザイン協会）

【エコプロアワード受賞記念展示】 
愛知県蒲郡市／安藤ハザマ／
NTTコミュニケーションズ／
愛日緑化造園・フォレストニア

【エコプロアワード受賞記念展示】 
愛知県蒲郡市／安藤ハザマ／
NTTコミュニケーションズ／
愛日緑化造園・フォレストニア

SPACECOOLSPACECOOLSHIMA DENIMSHIMA DENIM

ビクター特販ビクター特販

パナソニックハウジングソリューションズパナソニックハウジングソリューションズ

LCA Plus - 三井物産LCA Plus - 三井物産
リコーリコー サステナブル

経営推進機構
サステナブル
経営推進機構

ボーケン品質評価機構ボーケン品質評価機構

Earth hacksEarth hacks

industriaindustria

カケンテストセンターカケンテストセンター
エムシープランナーズエムシープランナーズ
フルハシ環境総合研究所フルハシ環境総合研究所

ゼロボードゼロボード 日立製作所 大みか事業所日立製作所 大みか事業所

グレイスグレイス

SOLIZESOLIZE

アスエネアスエネ

積水化学工業積水化学工業

町田ひろ子アカデミー／プラネット／ダニエル／みはし／YKK AP／フューチャーライト／
村田製作所／疲労科学研究所／カナダ林産業審議会
町田ひろ子アカデミー／プラネット／ダニエル／みはし／YKK AP／フューチャーライト／
村田製作所／疲労科学研究所／カナダ林産業審議会

MARIO DEL MAREMARIO DEL MARE

ノーリツノーリツ

BIPROGYグループ（BIPROGY／グリーンデジタル&イノベーション）BIPROGYグループ（BIPROGY／グリーンデジタル&イノベーション）

インテリア産業協会インテリア産業協会

岡山県産業振興財団／院庄林業／ウッドプラスチックテクノロジー／グリーンプラ／セイショク／
タイガーマシン製作所／チヨダマシナリー 岡山支店／萩原工業／日ノ出化工／三石ハイセラム／
the continue.／ランデス／ハレーサルト工業会／リプロ

岡山県産業振興財団／院庄林業／ウッドプラスチックテクノロジー／グリーンプラ／セイショク／
タイガーマシン製作所／チヨダマシナリー 岡山支店／萩原工業／日ノ出化工／三石ハイセラム／
the continue.／ランデス／ハレーサルト工業会／リプロ

やまぐちエコ市場／山口県産業技術センター／ニュージャパンナレッジやまぐちエコ市場／山口県産業技術センター／ニュージャパンナレッジ
産業技術総合研究所 LCA活用推進コンソーシアム産業技術総合研究所 LCA活用推進コンソーシアム

海と渚環境美化・油濁対策機構／Re:ism／水産庁海と渚環境美化・油濁対策機構／Re:ism／水産庁

レトロバンクレトロバンク

りんご／さくら和紙研究会りんご／さくら和紙研究会NOLTYプランナーズNOLTYプランナーズ

エフオンエフオン

弘前大学 健康未来イノベーション研究機構弘前大学 健康未来イノベーション研究機構

ウィードウィード

J&T環境J&T環境青森県庁青森県庁

琉球大学琉球大学
関西大学／
法政大学
関西大学／
法政大学

日本エムテクス日本エムテクス

日本有機資源協会日本有機資源協会

みどりの食料システム戦略（農林水産省）みどりの食料システム戦略（農林水産省）
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12月6日（水）

「ウッドデザイン賞2023」表彰式
宮下 一郎 氏［農林水産大臣］

加藤 博文 氏［日本ウッドデザイン協会 代表理事］　

赤池 学 氏［ウッドデザイン賞2023 審査委員長］ ほか

包装容器の資源循環推進に向けたCLOMA会員の協働事例紹介
中川 敦仁 氏［ライオン サステナビリティ推進部］

瀬戸 啓二 氏［花王 研究開発部門 包装技術研究所 リサイクリエーションプロジェクト プロジェクトリーダー］

国際認証が影響力を増す？！ グローバルマーケットと日本の最新動向
松本 哲 氏［日本生活協同組合連合会 ブランド戦略本部サステナビリティ戦略室 担当部長］

山本 光治 氏［ASCジャパン ゼネラルマネージャー］

山口 真奈美 氏［日本サステナブル・ラベル協会 代表理事／日本エシカル推進協議会 副会長］

大阪・関西万博 特集「大阪・関西万博のグリーンビジョンについて」
伊藤 元重 氏［東京大学名誉教授／大阪・関西万博持続可能性有識者委員会委員長］

大阪・関西万博 特集 対談「未来社会ショーケースが示すSDGsの姿」
石川 勝 氏［プランナー、プロデューサー／大阪・関西万博 会場運営プロデューサー］

坂 秀憲 氏［新エネルギー・産業技術総合開発機構 スマートコミュニティ・エネルギーシステム部 燃料電池・水素室 室長］

和楽器で奏でる未来～SDGsへの道～
箏奏者：青木 眞子 さん、菊凪 ゆうこ さん、鈴木 泉芳 さん、髙倉 七虹 さん

尺八奏者：笠原 道樹 さん

12月7日（木）

第6回エコプロアワード表彰式
石田 秀輝 ［サステナブル経営推進機構 理事長］

梅田 靖 氏［第6回エコプロアワード 審査委員会 審査委員長］

大阪・関西万博 特集 座談会「パビリオンが実現するSDGs」
中島 さち子 氏［ジャズピアニスト／数学研究者／STEAM教育者／大阪・関西万博 テーマ事業プロデューサー］

永山 祐子 氏［建築家／大阪・関西万博 ウーマンズ パビリオン、パナソニックグループパビリオン リードアーキテクト］

ファシリテーター：川上 典李子 氏［デザインジャーナリスト］
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★印は にも出展していた企業・団体です。 ★印は「エコプロ来場でエコアクション!」企画で物品回収に参加していた企業・団体です。

●会場マップ（エコプロ）

●エコプロ特設ステージプログラム（6-905）



ゆりかもめ方面 団体バス駐車場方面
入場登録所

インフォメーション 子ども
インフォメーション

救護室

東5ホール
［小間番号：5-001～］

東4ホール
［小間番号：4-001～］

東6ホール
［小間番号：6-001～］

プラントベースワールド

地方創生×SDGs

大学・教育機関コーナー

SX（サステナビリティ・トランスフォーメーション）ゾーン

「動き出す未来」
～若者たちの主張・発信広場～

大学・教育機関コーナー 大学・教育機関コーナー 大学・教育機関コーナー

大学・教育機関コーナー

エコチルコーナー

NPO協働プラザ

GREEN MARKET

特設ステージ

生物多様性ゾーン

昆虫ビジネス

ウェルビーイング／グッドスリープ

森と木で拓くSDGsゾーン

海洋プラスチックごみ対策
パビリオン

日本の棚田
共同展示コーナー

東京フードドライブ in エコプロ2023

大阪・関西万博PRブース

イベントのサステナビリティ推進ゾーン

ラウンジ

ラウンジ

ラウンジ

ラウンジ

ラウンジ

子ども学習コーナー

サステナブルフードコート
eat for...／tsukuyomi coffee organic／

LUNA BURGER

ラウンジ

ラウンジ

ラウンジ

ラウンジ

NEXCO東日本／
NEXCO中日本
NEXCO東日本／
NEXCO中日本

全国
牛乳容器
環境協議会

全国
牛乳容器
環境協議会

ガラスびん3R促進協議会ガラスびん3R促進協議会 段ボールリサイクル協議会／全国段ボール工業組合連合会段ボールリサイクル協議会／全国段ボール工業組合連合会

アルミ缶リサイクル協会アルミ缶リサイクル協会

3R推進
団体連絡会
3R推進
団体連絡会

東海有機
研究所
東海有機
研究所

スーパーメイトスーパーメイト

TRIFE DESIGNTRIFE DESIGN 中央電気工業中央電気工業

原子力発電環境整備機構原子力発電環境整備機構

立命館大学立命館大学 Newton
プラス
Newton
プラス

E3MobilityE3Mobility
環境管理センター環境管理センター

エバーグローリーエバーグローリー

ピーロート・ジャパンピーロート・ジャパン

南西旅行開発南西旅行開発

JIDA 
NEXT ECO 
DESIGN展
2023

JIDA 
NEXT ECO 
DESIGN展
2023

ボーイスカウト日本連盟ボーイスカウト日本連盟

Parallel PlasticsParallel Plastics

JBRCJBRC

フジテックスフジテックス

パナ・ケミカルパナ・ケミカル

自動車リサイクル促進センター自動車リサイクル促進センター

甲子化学
工業
甲子化学
工業

スチール缶リサイクル協会／全国十八リットル缶工業組合連合会／全日本一般缶工業団体連合会スチール缶リサイクル協会／全国十八リットル缶工業組合連合会／全日本一般缶工業団体連合会

日本容器包装リサイクル協会日本容器包装リサイクル協会

緑川化成工業緑川化成工業 UACJUACJ

九都県市首脳会議廃棄物問題検討委員会九都県市首脳会議廃棄物問題検討委員会
日本プラスチック食品容器工業会／発泡スチレンシート工業会日本プラスチック食品容器工業会／発泡スチレンシート工業会

東海興商東海興商セキセキ

栗原紙材栗原紙材 国連環境計画 国際環境技術センター国連環境計画 国際環境技術センター

日本自然エネルギー日本自然エネルギー花活布プロジェクト花活布プロジェクト

日本消火器工業会／消火器リサイクル推進センター日本消火器工業会／消火器リサイクル推進センター

発泡スチロール協会発泡スチロール協会

サンウエスパサンウエスパ

フルッタフルッタフルッタフルッタ
石光商事／関西アライドコーヒーロースターズ／東京アライドコーヒーロースターズ石光商事／関西アライドコーヒーロースターズ／東京アライドコーヒーロースターズ

キユーピーキユーピー

カワグチ
マック工業
カワグチ
マック工業

SDGs Week EXPOの環境配慮についてSDGs Week EXPOの環境配慮について

GINKGOGINKGO

エーシーシステムサービスエーシーシステムサービス

日本テクノ日本テクノ

北海道認定リサイクル製品・リサイクルブランド北海道認定リサイクル製品・リサイクルブランド

集めて使うリサイクル協会／印刷工業会集めて使うリサイクル協会／印刷工業会

AGCAGC

エプソンエプソン

日立造船／
エスエヌ環境テクノロジー

日立造船／
エスエヌ環境テクノロジー

秋田県／秋田県地下資源開発促進協議会秋田県／秋田県地下資源開発促進協議会 日本化学繊維協会／
カケンテストセンター
日本化学繊維協会／
カケンテストセンター

明治明治

JFEグループJFEグループ

GREEN MARKET INFORMATIONGREEN MARKET INFORMATION

トヨタ
エルアンドエフ

東京

トヨタ
エルアンドエフ

東京

交通エコロジー・モビリティ財団交通エコロジー・モビリティ財団

NGP日本自動車リサイクル事業協同組合／NGP／瀬戸内オリーブ基金NGP日本自動車リサイクル事業協同組合／NGP／瀬戸内オリーブ基金

ロレアル パリ（日本ロレアル）ロレアル パリ（日本ロレアル）

日本バイオプラスチック協会（JBPA）日本バイオプラスチック協会（JBPA）

レンチング 
ファイバーズ
レンチング 
ファイバーズ

インバックスインバックス
平和化学工業所平和化学工業所

クリーン
レーザー
工法協会

クリーン
レーザー
工法協会

日本
コンセプト
日本
コンセプト

チヨダウーテチヨダウーテ

アジア生産性機構（APO）アジア生産性機構（APO）
原貿易原貿易

デサンデサン

サンコーサンコー

NOAA／ハイパーデジタルツイン／
芝浦工業大学 ヒューマンマシンシステム研究室
NOAA／ハイパーデジタルツイン／
芝浦工業大学 ヒューマンマシンシステム研究室

Save the OceanSave the Ocean
日本消費生活アドバイザー・コンサルタント・相談員協会日本消費生活アドバイザー・コンサルタント・相談員協会

W.ファイルシステムW.ファイルシステム

東京都トラック協会東京都トラック協会

日本総研 グリーン・マーケティング・ラボ日本総研 グリーン・マーケティング・ラボ
国土交通省 鉄道局／鉄道貨物協会国土交通省 鉄道局／鉄道貨物協会 東亜グラウト工業東亜グラウト工業

八千代
エンジニヤリング
八千代
エンジニヤリング

全国通運連盟／
JR貨物

全国通運連盟／
JR貨物

東京都立産業技術研究センター東京都立産業技術研究センター

日本ガス石油機器工業会日本ガス石油機器工業会

日本サニパック日本サニパック

パルセイユパルセイユ

リンテックリンテック

デンカデンカ
川崎重工業川崎重工業

アールアンドイーアールアンドイー

東京合板工業組合／東北合板工業組合東京合板工業組合／東北合板工業組合

日本製鉄グループ日本製鉄グループ

コスモ石油
マーケティング
コスモ石油
マーケティング

グローバル・コンパクト・ネットワーク・ジャパングローバル・コンパクト・ネットワーク・ジャパン

日本CCS調査日本CCS調査

管清工業管清工業

水をめぐる
大冒険実行委員会
水をめぐる

大冒険実行委員会

東京都環境局東京都環境局 東京都
環境公社
東京都
環境公社

ほっかいどう企業の森林づくり（北海道庁）ほっかいどう企業の森林づくり（北海道庁）

和歌山県 森林整備課和歌山県 森林整備課

東京都公立大学法人（都立大、産技大、産技高専）東京都公立大学法人（都立大、産技大、産技高専）

京都府亀岡市京都府亀岡市川崎市川崎市

環境省環境省

KOBELCOグループKOBELCOグループ

鐵鋼スラグ協会鐵鋼スラグ協会

Youth EconetYouth Econet

コンタクトの
アイシティ
コンタクトの
アイシティ

APP Japan／
ユニバーサル・

ペーパー

APP Japan／
ユニバーサル・

ペーパー

ペパポンペパポン

ウエストクラウドジャパンウエストクラウドジャパン

新潟県新潟県

徳島県徳島県

消費者庁消費者庁

法政大学川久保俊研究室法政大学川久保俊研究室

下川町下川町高知県高知県

土壌汚染対策法に基づく指定支援法人 日本環境協会土壌汚染対策法に基づく指定支援法人 日本環境協会
埼玉県環境科学国際センター埼玉県環境科学国際センター

東京都政策企画局（SusHi Tech Tokyo）東京都政策企画局（SusHi Tech Tokyo）

日本サステナブル・ラベル協会／環境ビジネスプラス日本サステナブル・ラベル協会／環境ビジネスプラス

日経コーナー日経コーナー 東レ東レ

BRING Bottle Water | JEPLANBRING Bottle Water | JEPLAN

バンダイナムコテクニカバンダイナムコテクニカ

北海道大学北海道大学科学技術
振興機構
科学技術
振興機構

キュアグループキュアグループ

日本森林技術協会／小笠原の原植生を育む会日本森林技術協会／小笠原の原植生を育む会

STAR's TECH／ONESTAR's TECH／ONE

環境再生保全機構 地球環境基金環境再生保全機構 地球環境基金

チクマ／ムサシノ商店／ユニフォームスタジオチクマ／ムサシノ商店／ユニフォームスタジオ

滋賀県滋賀県
地熱モデル地区プロジェクト／
秋田県湯沢市／八幡平市／北海道 森町
地熱モデル地区プロジェクト／
秋田県湯沢市／八幡平市／北海道 森町

ゆきぐに利雪振興会ゆきぐに利雪振興会

日本エシカル推進協議会
（フェアトレードタウンなごや／名古屋市／徳島県／三栄コーポレーション／シンボリ）
日本エシカル推進協議会
（フェアトレードタウンなごや／名古屋市／徳島県／三栄コーポレーション／シンボリ）

エネルギー・
金属鉱物資源機構
（JOGMEC）／
日本地熱協会

エネルギー・
金属鉱物資源機構
（JOGMEC）／
日本地熱協会MNHMNH

資源エネルギー庁資源エネルギー庁

日経インフォメーション日経インフォメーション

サンクスラボサンクスラボ
中越パルプ工業中越パルプ工業

アニマルパスウェイと野生生物の会／ヤマネ・いきもの研究所アニマルパスウェイと野生生物の会／ヤマネ・いきもの研究所

建設環境
研究所
建設環境
研究所

びっくり
ドンキー
びっくり
ドンキー

東京動物園
協会
東京動物園
協会

パームホルツパームホルツDeepForest TechnologiesDeepForest Technologies
山梨県  県有林課山梨県  県有林課

北鹿地域林業成長産業化協議会北鹿地域林業成長産業化協議会

ウッドデザイン賞2023
（日本ウッドデザイン協会）
ウッドデザイン賞2023

（日本ウッドデザイン協会）

【エコプロアワード受賞記念展示】 
愛知県蒲郡市／安藤ハザマ／
NTTコミュニケーションズ／
愛日緑化造園・フォレストニア

【エコプロアワード受賞記念展示】 
愛知県蒲郡市／安藤ハザマ／
NTTコミュニケーションズ／
愛日緑化造園・フォレストニア

SPACECOOLSPACECOOLSHIMA DENIMSHIMA DENIM

ビクター特販ビクター特販

パナソニックハウジングソリューションズパナソニックハウジングソリューションズ

LCA Plus - 三井物産LCA Plus - 三井物産
リコーリコー サステナブル

経営推進機構
サステナブル
経営推進機構

ボーケン品質評価機構ボーケン品質評価機構

Earth hacksEarth hacks

industriaindustria

カケンテストセンターカケンテストセンター
エムシープランナーズエムシープランナーズ
フルハシ環境総合研究所フルハシ環境総合研究所

ゼロボードゼロボード 日立製作所 大みか事業所日立製作所 大みか事業所

グレイスグレイス

SOLIZESOLIZE

アスエネアスエネ

積水化学工業積水化学工業

町田ひろ子アカデミー／プラネット／ダニエル／みはし／YKK AP／フューチャーライト／
村田製作所／疲労科学研究所／カナダ林産業審議会
町田ひろ子アカデミー／プラネット／ダニエル／みはし／YKK AP／フューチャーライト／
村田製作所／疲労科学研究所／カナダ林産業審議会

MARIO DEL MAREMARIO DEL MARE

ノーリツノーリツ

BIPROGYグループ（BIPROGY／グリーンデジタル&イノベーション）BIPROGYグループ（BIPROGY／グリーンデジタル&イノベーション）

インテリア産業協会インテリア産業協会

岡山県産業振興財団／院庄林業／ウッドプラスチックテクノロジー／グリーンプラ／セイショク／
タイガーマシン製作所／チヨダマシナリー 岡山支店／萩原工業／日ノ出化工／三石ハイセラム／
the continue.／ランデス／ハレーサルト工業会／リプロ

岡山県産業振興財団／院庄林業／ウッドプラスチックテクノロジー／グリーンプラ／セイショク／
タイガーマシン製作所／チヨダマシナリー 岡山支店／萩原工業／日ノ出化工／三石ハイセラム／
the continue.／ランデス／ハレーサルト工業会／リプロ

やまぐちエコ市場／山口県産業技術センター／ニュージャパンナレッジやまぐちエコ市場／山口県産業技術センター／ニュージャパンナレッジ
産業技術総合研究所 LCA活用推進コンソーシアム産業技術総合研究所 LCA活用推進コンソーシアム

海と渚環境美化・油濁対策機構／Re:ism／水産庁海と渚環境美化・油濁対策機構／Re:ism／水産庁

レトロバンクレトロバンク

りんご／さくら和紙研究会りんご／さくら和紙研究会NOLTYプランナーズNOLTYプランナーズ

エフオンエフオン

弘前大学 健康未来イノベーション研究機構弘前大学 健康未来イノベーション研究機構

ウィードウィード

J&T環境J&T環境青森県庁青森県庁

琉球大学琉球大学
関西大学／
法政大学
関西大学／
法政大学

日本エムテクス日本エムテクス

日本有機資源協会日本有機資源協会

みどりの食料システム戦略（農林水産省）みどりの食料システム戦略（農林水産省）
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「新経済循環」と「全世代アプローチ」で創る革新的Well-being社会モデルの実現
村下 公一 氏［弘前大学 学長特別補佐／健康未来イノベーション研究機構長・教授］

UNEPサステナビリティフォーラム-進化する持続可能性とサステナブルな未来社会
本多 俊一 氏［国連環境計画（UNEP）プログラムオフィサー］

尾崎 一夫 氏［セブン&アイ・ホールディングス ESG推進本部 サステナビリティ推進部 シニアオフィサー］

佐久間 洋 氏［ファーストリテイリング サステナビリティ部 グローバル環境マネジメントチーム マネージャー］

小林 正忠 氏［楽天グループ 常務執行役員 チーフ・ウェルビーイング・オフィサー］

古坂大魔王 さん［芸人・プロデューサー］

「汚した水」に無関心ではいられない！
一人一人にできること、HYPE FREE WATERと一緒に考えよう！
岡久 宏史 氏［日本下水道協会 理事長］

コムアイ さん［アーティスト］

村田 実莉 さん［アートディレクター／ビジュアルアーティスト］

奥田 早希子 さん［Water-n 代表理事］

12月8日（金）
クイズで知る、身近な投資！社会をよくするお金の流れ
三和 裕美子 さん［明治大学 商学部 教授］

須貝 駿貴 さん［QuizKnock］

ナビゲーター：分林 里佳 さん［キャスター］

日本企業が目指す“ビジネスと人権”～今までとこれからの取り組み～
黒瀬 友佳子 氏［帝人 サステナビリティ推進部 企業倫理・コンプライアンスグループ マネジャー］

春日 久栄 氏［高砂香料工業 調達本部調達企画部専任副部長］

氏家 啓一 氏［グローバル・コンパクト・ネットワーク・ジャパン GCNJ事務局次長］

食用コオロギのロードマップ（現在地と未来予想）
小澤 尚弘 氏［MNH 取締役社長］

自治体に広がるエシカルの取り組み
生駒 芳子 氏［日本エシカル推進協議会 会長］

小溝 良子 氏［徳島県 危機管理環境部 消費者くらし安全局 消費者政策課 消費者行政グローバル担当室長］

岩下 大志 氏［東京都 生活文化スポーツ局 消費生活部 情報総括担当課長］

グリーンスローモビリティと歩む地域交通と地方創生への道
竹中 友章 氏［ヤマハ発動機 技術・研究本部 NV・技術戦略統括部 新事業推進部 事業推進グループ］

岩原 徹 氏［交通エコロジー・モビリティ財団 交通環境対策部 交通環境企画課］

佐藤 篤司 氏［T-PLAN 取締役副社長］

司会：中村 俊之 氏［東海国立大学機構 岐阜大学 工学部 社会基盤工学科 准教授］

※プログラムに記載の講師名、肩書、団体名などは開催時のものです。
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●会場マップ（エコプロ）
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●展示会としての環境配慮

■展示造作について

●資源循環可能な素材の採用
サーキュラーエコノミー推進に向け、可能な限り循環
型素材を活用します。

●展示廃棄物リサイクル
やむを得ず廃棄する展示装飾物などのマテリアルに
ついて、主催者の活動に伴って排出するものの再資源
化・リサイクル（一部サーマルリサイクルを含む）に加
え、出展者が有償で利用できる再資源化・リサイクル
サービスを提供します。参加者には処理終了後にリサ
イクル証明書を発行します。

■配布資料や印刷物について

●配布資料のPDFダウンロード
資料が必要な人は、ホームページの出展者ページからPDFファイルをダウンロードできるようにします。

●環境に配慮した用紙の利用
案内チラシなどの印刷物は、FSC認証紙などを可能な限り利用します。 

■電力の使用について

●グリーン電力
本展で使用する電力は、グリーン電力で賄い、太陽光発電、風力、水力などの自然エネルギーを使用
します。

●電力消費量の削減
本展示会の開催趣旨などを踏まえ、主催者として会場内の照明を通常の4分の3にするなど、展示会場での総電力使用量の削減に努めま
す。出展者の皆様へも「電力使用量は1小間あたり最大1kW」を目標として出展計画いただくようご協力のお願いをします。 

● LED照明器具
主催者企画コーナーほか、希望者が有料で使用する「エコパッケージブース」では、消費電力が少なく、寿命が長いLED ランプを使用した
スポットライトを採用します。出展者の皆様にもLED照明器具の利用を呼びかけます。

■カーボン・オフセットの実施

CO2排出量を削減するためには、まずはCO2を発生させてないことが最も大切です。本展でも様々な環境負荷低減の取り組みを行って
いますが、それでもやむを得ず発生するCO2はカーボン・オフセットを行うことで実質的な削減を行います。カーボン・オフセットは、
CO2を排出した分のクレジットを購入することで実際の排出量を相殺する仕組みです。本展では、主催者の活動に伴って発生するCO2

排出量のオフセットに加え、出展者も任意でオフセットできる仕組みをオプションサービスとして提供します。

（J-クレジット／J-VER 等）
クレジットの購入

カーボン・オフセットの適用イメージ

展示廃棄物のリサイクルルート



出展規約

【1．規約の履行】
出展者（共同出展者を含みます、以下同じ）は「SDGs Week EXPO」2024年開催の各展示会（「エコプ
ロ」「カーボンニュートラルテック」「自然災害対策展」「社会インフラテック」ほか企画展、関連企画を含
み、これらを含めて以下「本展示会」と総称します）に出展するにあたり、本規約、主催者から提示された
「出展のご案内」（出展要項）、「出展者説明会」で配付する「出展細則・提出書類」、請求書、その他主催者か
ら個別に提示される各種書類・電子メール等の記載内容（これらを以下「本展規約等」と総称します）を遵
守しなくてはなりません。また、出展者は、その役員・従業員・株主・出資者等の関係者、出展を取り次ぐ広
告代理店、および展示スペースにかかる設営・撤去業者、展示の運営委託先その他本展示会に関して締結
する契約の相手方（かかる契約相手方の再委託先・再々委託先等を含みます）（以下これらの者を「出展者
関係者」と総称し、出展者と出展者関係者を「出展者等」と総称します）をして、本展規約等を遵守させる
ものとします。出展者等がこれらに違反したと主催者が判断した場合、主催者はその時期（本展示会の搬
入期間・開催期間を含みます）を問わず、次回以降を含む出展申し込みの不受理、承諾した出展の取り消
し、小間・展示物・装飾物の撤去・変更の命令、実演方法の変更・中止の命令、または関連サービスの提供中
止を行うことができます。その際、主催者の判断基準・根拠などは公表しません。出展取り消しとなった
場合でも、出展者は本規約【4．出展キャンセル】に規定のキャンセル料を主催者に支払わなければなりま
せん。キャンセル料以上の損害が主催者またはその関係者に発生している場合には、主催者は別途損害
賠償を請求します。また主催者は、出展申し込みの不受理、出展取り消し、小間・展示物・装飾物の撤去・変
更、実演方法の変更・中止などによって生じた出展者等の損害は補償しません。

【2．出展にあたっての諸注意】
2-1．出展者は、主催者が定める本展示会の開催趣旨に合致する製品・サービスを提供する法人・団体など
に限定します。主催者が、主催者が独自の裁量にて定める出展基準に従い、法人・団体および製品・サービ
スなどが出展に適さないと判断した場合（下記事例を含みますが、これらに限られません）には、出展申
し込み受理の保留、出展内容の一部または出展そのものをお断りする場合があります。
《出展申し込み受理の保留、出展内容の一部または出展そのものをお断りする事例》
「出展申込書その他の提出書類の記載事項に不備や虚偽の申請などがあった場合」
「出展内容が本展示会の趣旨にそぐわないと判断される場合」
「出展者が第三者の権利（知的財産権、肖像権など）やプライバシーを侵害していると判断される場合」
「他の出展者や来場者などから苦情が予想される場合」
「出展者が自ら法的整理手続きの申し立てをし、あるいは申し立てを受けている場合」
「出展者が【10．反社会的勢力の排除】に定める反社会的勢力であることが判明した場合」
「主催者が開催した過去の展示会で出展規約に違反したか、出展取り消しとなったことがある場合」
「その他、出展が不適当と主催者が判断する場合」
2-2．感染症などの発生や流行地域としてWHO（世界保健機関）や厚生労働省、外務省等が指定・勧告す
る国・地域からの出展者の出展または来場を保留またはお断りする場合があります。なお、指定国・地域
外からの出展者の出展または来場においても主催者の判断で関連書類の提出を求める場合があります。

【3．出展申し込みおよび出展料金の支払い】
3-1．出展申込書は主催者が定める方法で提出するものとします。出展申込書を主催者が受領し、出展審
査を経て、主催者が出展申込受理通知を発送（電子メールまたは郵送による）した時点をもって正式な出
展申込受理とします。本展示会に初めて出展申し込みをする場合は、「会社案内」「製品カタログ」など主
催者が定める添付資料を主催者が定める方法で提出するものとします。なお別途必要な添付資料を定め
る場合があります。すべての添付資料をご提出いただかない場合、主催者は出展申し込みの保留または
出展をお断りすることがあります。出展申込書、添付資料その他すべての提出書類は返却しません。出展
者はコピーを自ら保管するものとします。なお出展者は、主催者が認める広告代理店に出展の取り次ぎ
を委託することができます。
3-2．出展申込受理の後、主催者は出展者（広告代理店が出展を取り次ぐ場合には広告代理店。特に断らな
い限り本3-2において以下同じ）に出展料金を請求します。出展者は主催者が定める期日までに指定の銀
行口座へ振り込むものとします（振込手数料は出展者が負担するものとします）。主催者が定める期日ま
でに出展料金の振り込みがない場合、主催者は出展申込受理を取り消す権利を持ちます。（出展者（広告
代理店を含みません）が広告代理店に対して出展料金を支払い済みであるか否かは問いません。）
3-3．主催者は、天災地変、疫病、感染症の蔓延、交通機関の遅延、ストライキ、戦争、内乱、テロその他の不
可抗力のほか、主催者の責によらない事由により本展示会の開催を中止、会期短縮（会期途中の打ち切り
を含む。以下同じ）または延期する場合があります。中止の場合、主催者に支払われた出展料金は、以下の
基準により返金します（広告代理店を通してのお申し込みの場合は広告代理店に返金します）。
①2024年10月8日（火）まで ……………………………………………………………… 出展料金の100％
②2024年10月9日（水）から11月9日（土）まで ………………………………………… 出展料金の80％
③2024年11月10日（日）から12月1日（日）まで ………………………………………… 出展料金の70％
④2024年12月2日（月）から3日（火）まで［搬入・設営期間］ …………………………… 出展料金の50％
⑤2024年12月4日（水）から6日（金）まで［会期中・搬出撤去期間］ …………………… 出展料金の0％
なお、会期短縮または会期を延期する場合は、出展料金の取り扱い、変更後の会期および会場などについ
て出展者へあらためて提示します。

【4．出展キャンセル】
4-1．出展申込受理後の出展取り消し・解約は認められません。出展者（広告代理店が出展を取り次ぐ場
合には広告代理店を含みます）の事情により、出展の全部または一部の取り消し・解約をする場合、出展
者（広告代理店が出展を取り次ぐ場合には広告代理店）は主催者が認める方法で主催者に届け出たうえ、
キャンセル料として出展料金の全額を主催者に支払わなければなりません。
4-2．出展申込受理後はキャンセル料が発生し、出展料金の全額をお支払いいただきます。
4-3．キャンセル料以上の損害が主催者またはその関係者に発生している場合には、別途損害賠償を請求
します。

【5．展示スペースの割り当て】
5-1．出展者の展示スペースは、主催者が定める小間の配置・形状に基づき決定します。出展者はその結果
に従うものとします。
5-2．出展者は、主催者が定めた展示スペースをいかなる理由があっても、その全部または一部を問わず、
他の出展者や第三者との間で交換・譲渡・貸与などすることはできません。
5-3．主催者は、会場および所轄の警察署・消防署・保健所などによる指導・命令または出展キャンセルな
どがあった場合、出展者の承認を要せず小間配置の全体レイアウトを変更することができます。

【6．各種書類の提出】
出展者は、「出展細則・提出書類」の提出書類など主催者が求める各種書類を指定期日までに所定の方法
で提出しなければなりません。期日に遅れた場合、主催者およびその関係者は申し込みを受理しないこ
とがあります。

【7．展示に関するルールの概要】
7-1．出展申込書に記載された法人・団体および製品・サービスのみが出展対象となります。その親会社・
子会社・関連会社その他の関係会社およびグループ・提携関係にある法人・団体であっても出展申込書に
記載がない場合は、それらの製品・サービスなどの出展や、小間内でそれらの社名などの掲出ができない
場合もありますのでご注意ください。
7-2．出展者は、出展申込書に記載された法人・団体および製品・サービスなどの出展内容などに変更が生
じた場合、速やかに主催者が定める方法で主催者に届け出たうえで、許可を得なければなりません。
7-3．装飾・展示物などの搬入・搬出および展示方法などは、「出展細則・提出書類」に規定され、出展者等は
これを遵守しなければなりません。

7-4．出展者等は、通路など自社小間内以外の場所で展示・宣伝・即売行為などを行うことはできません。
また近隣の展示を妨害してはなりません。妨害の有無などは主催者が判断し、出展者はこれに従うもの
とします。
7-5．出展者等は、強い光、熱、臭気、または大音量を放つ実演や不快感を与える実演など、他の出展者等や
来場者の迷惑となる行為を行ってはなりません。実演などが他の出展者等や来場者に多大な迷惑を与え
ていると主催者が判断した場合、主催者はその中止・変更を命じることができ、出展者はその判断に従う
ものとします。なお自治体の火災予防条例により危険物の持ち込みは禁止されていますので、装飾物・演
出としての裸火、煙・スモークマシン、ネオン管などの使用はできません。
7-6．出展者等は、展示会場に適用されるすべての防火および安全法規・行政指導を厳守しなければなり
ません。
7-7．出展者等は、本展示会会期中および会期後に他の出展者等や来場者などに対し迷惑のかかる行為
（強引なセールス、勧誘、誹謗中傷、営業妨害またはそれらに類する行為など）を行ってはなりません。か
かる行為があったと主催者が判断した場合、主催者は出展中止を命令し、または次回以降の出展申し込
み拒否を決定する権利を持ち、出展者はこれに従うものとします。
7-8．本展示会会期中および会期後の出展者と来場者間における商談・契約内容などに関して、主催者は
その責を一切負いません。
7-9．写真・動画撮影については、出展者は主催者に届け出て了承を得た後、自社ブースのみ撮影すること
ができます。
7-10．出展者が展示会場内で酒類を販売または試飲提供する場合は、20歳未満や車両運転者には提供し
てはいけません。出展者が酒類を販売または試飲提供したことによって、20歳未満の飲酒や車での来場
者が飲酒運転などの事件・事故を起こした場合、主催者は一切その責を負いません。
7-11．その他、前各項のルールに違反するなど、出展者等の展示内容や行為により、他の出展者等や来場
者などから苦情の申し立てや展示会場内で紛争を引き起こすことが予想されるか、現に苦情や紛争が生
じた場合、主催者は主催者の判断で出展の取り消しを決定することがあります。その場合、出展者等はそ
の決定に従うものとします。

【8．個人情報の取り扱い】
8-1．出展者は、展示または来場者証QRコード読み取りサービスなどを通じて来場者の「個人情報」を
取得する場合、個人情報保護法および関連法令を遵守し、適法かつ適切に取得・管理しなければなりま
せん。利用目的は必ず公表・通知し、その範囲内で活用するものとします。特に第三者提供を行う場合
は、法令で許される場合を除き、必ず「個人情報」の情報主体である来場者から「同意」を取らなければ
なりません。
8-2．出展者は、来場者から取得した「個人情報」の開示、訂正、追加、削除、利用停止、消去の要求や、苦情の
訴えなどを受けた場合、法令を遵守した適法かつ適切な対応を取らなければなりません。
8-3．出展者が、取得した個人情報の管理・利用に関して来場者との間で紛争などが生じた場合、出展者は自
らの責任で当該紛争の解決にあたるものとします。かかる紛争に関し、主催者は一切の責を負いません。
8-4．主催者は、来場者の個人情報の正確性・真実性を保証するものではありません。
8-5．出展者が自社ブースにおいて、来場者の参加証に記載されたQRコードを専用アプリを使って読み
取り、本展示会のシステムにアップロードした場合、当該来場者の来訪記録が本展示会のシステムに記
録されます。出展者は本展示会のシステムから来訪者記録データを取得することができます。ただし、技
術的な要因によりQRコードが読み取れなかった場合、および、読み取りデータが消失した場合などは、
当該来場者の記録に失敗することがあります。主催者は、読み取りアプリ、端末および本展示会システム
等の障害によるデータ喪失について、責任を負いません。
8-6．主催者は、来場者に対し、来場者登録フォームにおいて、個人情報が本展示会のシステムを通じて主
催者から出展者に提供されることを説明し、明確な同意を得ています。また、来場者に発行する参加証に
おいてQRコードを利用した来訪記録の提供について説明しています。

【9．損害賠償責任】
9-1．主催者はいかなる場合においても、出展者が展示スペース、印刷物および本展示会ウェブサイトを
使用することによって出展者または第三者に生じた生命、身体、財産、名誉または信用への損害に対し、
一切の責を負いません。
9-2．出展者等は、故意・過失の如何を問わず、展示会場内およびその周辺の建築物・設備および主催者が
用意した設備に与えたすべての損害について、遅滞なく賠償するものとします。
9-3．出展された製品・サービスについて他の出展者や第三者と紛争が起きた場合、主催者はその責を一
切負いません。出展者はその費用と責任において、これを解決、処理し、主催者には一切迷惑をかけない
ものとします。万一、主催者に紛争に関連して損害等が発生した場合、すみやかに補填しなければならな
いものとします。
9-4．主催者は、天災地変、疾病、感染症の蔓延、交通機関の遅延・ストライキ、戦争、内乱、テロその他の不
可抗力のほか、主催者の責によらない事由による会期の変更・開催の中止によって生じた出展者等の損
害は補償しません。
9-5．主催者の責により本展示会が会期短縮または開催中止となった場合、主催者は出展者等に対し遺失
利益を除く損害について賠償責任を負います。ただし、損害賠償額（返金する出展料金額を含む）は、当該
出展者等にかかる出展料金の金額を超えないものとします。
9-6．主催者は、会場マップ、ウェブサイト、ガイドブックやその他の告知宣伝物の誤植等によって生じた
出展者等の損害は補償しません。
9-7．搬入期間を含む開催期間中に、出展者等が自らの行為に起因して他の出展者等または来場者等に生
命、身体、財産、名誉または信用への損害を含むいかなる損害を与えた場合も、主催者は一切の責を負わ
ず、他の出展者等または来場者との間の紛争等は、出展者等の責任のもとで解決するものとします。

【10．反社会的勢力の排除】
10-1．出展者は、出展者等が現に反社会的勢力（以下の❶～❽に掲げる者および団体をいう）ではないこと、
または過去においても反社会的勢力ではなかったことを主催者に対して表明・保証するものとします。
❶『無差別大量殺人行為を行った団体の規制に関する法律』に基づき処分を受けた団体もしくはかかる
団体に属している者、またはこれらの者と取引のある者、その他これらに類する団体もしくはかかる
団体に属している者またはこれらの者と取引のある者

❷『組織的な犯罪の処罰および犯罪収益の規制等に関する法律』に定める犯罪収益等隠匿もしくは犯罪
収益等収受を行いもしくは行っている疑いのある者、またはこれらの者と取引のある者

❸『暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律』第2条第2号に定義される暴力団およびその関係
団体ならびにこれらの構成員

❹総会屋、社会運動標榜ゴロ、政治活動標榜ゴロ、特殊知能暴力集団などの団体または個人
❺暴力、威力、脅迫的言辞および詐欺的手法を用いて不当な要求を行い、経済的利益を追求する団体また
は個人

❻前❶～❺のいずれかに該当する者または団体（以下「反社会的団体等」という）と関係することを示唆
して不当な要求を行い、経済的利益を追求する団体または個人

❼反社会的団体等が代表し、または支配する法人その他の団体
❽反社会的団体等が取締役、執行役、業務執行社員、監査役、理事、監事またはこれらに類する地位の役職
にある法人または団体

10-2．主催者は、出展者等が前項に違反した場合、その出展を取り消すことができ、すでに受領した出展
料金を返金せず、また取り消しによって出展者等に生じた損害も賠償しません。

【11．その他】
11-1．本展規約等に関連して生じる一切の紛争は東京地方裁判所を第一審の専属的合意管轄裁判所とす
ることに出展者は同意するものとします。
11-2．主催者は、法令の許容する範囲内で本規約を変更することがあります。その場合、主催者は出展者
に対し、本規約を変更すること、当該変更の内容および効力発生時期を適宜の方法で事前に周知します。
当該効力発生時期以降は、変更後の本規約が適用されます。
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